
「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌
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※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、6.メールアドレス（メール 
　　　　　　　マガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3 ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいります。○お客様からご提供い
ただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一
切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の
発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・
データ集積（5）チケット予約販売に伴う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本
人様が行うものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委託先において個
人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@symphonyhall.jp」を
ドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォンをご使用
の方はこちらからアクセスして
いただけます。
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登録費
年会費
 無料！

●先行予約：11月21日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

11月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約



清らかな美声で聴く、アヴェ・マリア。
クリスマス気分をたっぷり味わってほしい。

パパとママ、おじいちゃんとおばあちゃんも大興奮！
ファミリーで素敵なイヴを迎えましょう。

古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオージのクリスマス令和元年 年越しスペシャル オールスター 関西オペラ歌合戦

Ｎｏｅｌ クリスマス・リサイタル ソプラノ・小林沙羅大阪交響楽団 0歳児からの〝光と映像で楽しむオーケストラ〟Vol.16
『まるごと〝くるみ割り人形〟』クララのクリスマス

名手の絶妙な表現と圧巻の五重奏。
濃密なコラボを今年も！

令和元年を祝してパワーアップ！
今年は“鶴組・亀組”に分かれて夢の対決！

　

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
歌
合
戦
コ
ン
サ
ー

ト
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
冬

の
恒
例
コ
ン
サ
ー
ト
が
人
気
を
博
し
て
い
る
な

か
、〝
冬
の
新
企
画
〞と
し
て
登
場
す
る
の
が
、こ

の「
N
ｏ
ｅ
ｌ 

ク
リ
ス
マ
ス・リ
サ
イ
タ
ル
」。

　

一
流
の
美
声
を
た
っ
ぷ
り
ご
堪
能
い
た
だ
く

べ
く
、
満
を
持
し
て
開
催
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

初
回
に
登
場
す
る
の
は
、
小
林
沙
羅
。
凛
と
し

た
気
品
あ
る
佇
ま
い
、
艶
や
か
で
美
し
い
歌
声

で
デ
ビ
ュ
ー
以
来
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。

現
在
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
サ
イ
タ
ル
、
オ
ペ
ラ

の
様
々
な
作
品
に
も
挑
戦
し
、
聴
く
も
の
の
心

を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

　
〝
Ｎ
ｏ
ｅ
ｌ
〞と
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
意
味
す

る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
存
分
に
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
名
曲
が
揃
い
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
心

者
で
も
上
級
フ
ァ
ン
で
も
楽
し
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

な
か
で
も
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
カ
ッ
チ
ー

ニ
、
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」を
一
度
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
小
林
の
歌
声
で
聴

く
、愛
に
満
ち
た
祈
り
の
歌
は
必
聴
だ
。

そ
の
他
に
も
、
と
っ
て
お
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
、唄
歌「
冬
景
色
」「
冬
の
夜
」、山
田
耕
筰

「
ペ
チ
カ
」
な
ど
、
豊
富
に
披
露
し
て
い
く
。
日

本
語
歌
唱
も
得
意
と
す
る
〝
冬
の
歌
〞に
も
注
目

を
し
て
ほ
し
い
。

　
「
家
族
と
、お
一
人
で
も
、恋
人
と
一
緒
で
も
、

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
」

　

こ
こ
で
し
か
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
〝
特
別

な
歌
〞を
楽
し
み
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。

　

０
歳
か
ら
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
、大
阪
交
響
楽
団
と
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
お
届

け
す
る
、大
人
気
コ
ン
サ
ー
ト「
０
歳
児
か
ら
の

〝
光
と
映
像
で
楽
し
む
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〞」。
開

催
ス
タ
ー
ト
か
ら
５
年
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え

続
け
、人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
人
気
の
秘
密
は
、
毎
回
テ
ー
マ
の
異
な

る
内
容
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
ホ
ー

ル
入
口
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
き
場
を
設
置
」、「
授

乳
室
・
お
む
つ
替
え
室
を
完
備
」、「
演
奏
中
に
お

子
様
が
泣
い
て
も
大
丈
夫
！
」
と
い
う
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
ら
！ 

ホ
ー
ル
に
入
っ
た
瞬

間
か
ら
お
帰
り
に
な
る
ま
で
、
安
心
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
前
に
は
、
歌
の
お
兄

さ
ん
と
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て

楽
し
む
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、さ
ら
に

は
、
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、お

子
様
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
日

に
開
催
!! 

テ
ー
マ
は
60
分
ま
る
ご

と
「
く
る
み
割
り
人
形
」
で
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
夜
に
、〝
主
人
公

ク
ラ
ラ
が
見
た
夢
〞を
お
届
け
し
ま

す
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
映
像
、
堺
市
を
本
拠
地
に
活
躍
す

る
野
間
バ
レ
エ
団
の
バ
レ
リ
ー
ナ
に

よ
る
舞
い
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

迫
力
満
点
の
贅
沢
な
サ
ウ
ン
ド
！

　

お
子
様
が
見
て
、聴
い
て
、心
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
特
別
な
イ
ヴ

の
１
日
に
な
る
こ
と
、
間
違
い
な
し

で
す
！

　

世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
そ

れ
が
「
古
澤
巌
×
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
オ
ー
ジ
」の
公
演
だ
。

　

古
澤
巌
は
、
東
京
都
響
の
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
も
務
め
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
実
力
者
だ

が
、
葉
加
瀬
太
郎
と
の
共
演
を

皮
切
り
に
ジ
ャ
ン
ル
を
拡
大
。

あ
ら
ゆ
る〝
音
楽
〞の
素
晴
ら
し

さ
を
幅
広
い
フ
ァ
ン
に
届
け
て

い
る
。
完
璧
な
技
巧
と
艶
や
か
な
音
色
を
生
か

し
た
演
奏
は
、
ま
さ
に
変
幻
自
在
。
特
に
陶
酔

的
な
節
回
し
は
万
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

　

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
オ
ー
ジ
は
、
世
界
の
頂
点
に
立
つ
ベ
ル
リ

ン
・
フ
ィ
ル
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
室
内
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
。
む
ろ
ん
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
極
上
だ

し
、
１
９
７
９
年
以
来
40
年
に
及
ぶ
活
動
が
絶

大
な
支
持
を
物
語
る
。
彼
ら
も
ま
た
、
タ
ン
ゴ

な
ど
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
、
今
回
と
同
じ

弦
楽
五
重
奏
の
形
で
は
、
６
年
に
亙
る
古
澤
巌

と
の
濃
密
な
コ
ラ
ボ
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

今
回
の
公
演
も
、恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン

サ
ー
ト
。
新
曲
を
毎
年
提
供
し
て
い
る
イ
タ
リ

ア
の
天
才
作
曲
家
マ
リ
ー
ノ
の
「
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
第
５
番
」が
初
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、民
族
色
が

楽
し
い「
ル
ー
マ
ニ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」な
ど

多
彩
な
名
曲
を
堪
能
さ
せ
る
。

　

古
澤
が
弾
く
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
豊

麗
な
音
色
も
大
い
な
る
聴
き
も
の
。
名
手
の
絶

妙
な
表
現
と
圧
巻
の
五
重
奏
が
融
合
し
た
、
情

熱
と
気
品
溢
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

を
満
喫
し
よ
う
！            （
文　

柴
田
克
彦
）

　
〝
オ
ー
ル
関
西
〞の
名
の
も
と
に
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
オ
ペ
ラ

歌
手
が
一
堂
に
会
し
、
名
曲
を
次
々
と
披
露

し
て
い
く
、
関
西
オ
ペ
ラ
歌
合
戦
。
今
年
は
、

〝
令
和
元
年
〞と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、そ

の
め
で
た
い
年
を
祝
し
、さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
『
関
西
オ
ペ
ラ
〝
鶴
亀
〞歌
合
戦
』

が
新
た
に
誕
生
す
る
。

　

長
寿
と
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
〝
鶴

亀
〞。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
末
永
く
関
西
の

フ
ァ
ン
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
年
は「
鶴
組
」「
亀
組
」に
分
か
れ
て
、実
力
派

歌
手
が
ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
彩
る
。

　

鶴
組
の
リ
ー
ダ
ー
は
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
斉

藤
言
子
、
亀
組
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
バ
リ
ト
ン
歌

手
の
田
中 

勉
が
務
め
、関
西
二
期
会
、関
西
芸

術
振
興
会
、
関
西
歌
劇
団
、
堺
シ
テ
ィ
オ

ペ
ラ
と
い
う
各
団
体
の
看
板
歌
手
か
ら

注
目
の
若
手
歌
手
ま
で
、
総
勢
25
人
の
実

力
派
が
集
結
す
る
か
ら
圧
巻
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
名
立
た
る
オ
ペ
ラ
の

ア
リ
ア
の
数
々
。
令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
を
祝
し
て
、三
重
唱
、四
重
唱
、男
女

混
合
重
唱
も
披
露
さ
れ
る
の
で
、
注
目
し

た
い
。
大
阪
交
響
楽
団
に
よ
る
壮
大
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
と
迫
力
あ
る

歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
き
っ
と
こ
こ
で

し
か
聴
け
な
い
、贅
沢
な
も
の
だ
ろ
う
。

　

昨
年
に
続
き
、
鶴
か
亀
か
、
勝
敗
の
行

方
を
ホ
ー
ル
の
中
で
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
魅
力
の

ひ
と
つ
。
オ
ペ
ラ
愛
好
家
だ
け
に
限
ら

ず
、
来
場
者
全
員
で
楽
し
め
る
、
盛
大
か

つ
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
歌
合
戦
。
夢
の
対

決
を
お
楽
し
み
に
！

開催迫る!! ザ・シンフォニーホール12月の豪華ラインナップ The Symphony Hall Special Selection

[ソプラノ]小林沙羅　[ピアノ]河野紘子
-------------------------------------------------------------------------------
フランク：天使のパン／シューベルト：アヴェ・マリア／カッチーニ：アヴェ・マリア／
J.S.バッハ=グノー：アヴェ・マリア／クリスマス・メドレー／フンパーディンク：クリス
マス／マルクス：マリアの歌／レーガー：マリアの子守歌／モーツァルト：アヴェ・
ヴェルム・コルブス／賛美歌 アメイジング・グレイス／唱歌 冬の夜　ほか
-------------------------------------------------------------------------------
2019.12/13（金） 7：00PM 
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニーチケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[指揮]鈴木恵里奈　[歌のお兄さん・お姉さん]新井宗平、山本かずみ
[バレエ]午前の部：下川三和子（野間バレエ団）、
午後の部：荒瀬結記子（野間バレエ団）
-----------------------------------------------------------------------------------------
チャイコフスキー：バレエ音楽「くるみ割り人形」より 序曲 ★◆／行進曲◆／くるみ割り人形
と二十日ねずみの戦闘／冬の松林（クリスマスツリーの中で）◆／おんがくリズムあそびコー
ナー／ロシアの踊り（トレパーク）◆／花のワルツ★／金平糖の踊り◆／終幕のワルツとアポ
テオーズ◆　★プロジェクション・マッピング　◆バレエつき
-----------------------------------------------------------------------------------------
2019.12/24（火） 午前の部：11：00AM／午後の部：2：00PM 
S おとな 2,500円　A おとな 2,000円　Bおとな 1,500円
S こども 1,500円　A こども 1,000円　B小学生 800円 （税込）
※こども…0歳児から小学生　※B席は未就学児不可 ※乳幼児のお子様（お膝の上で
も）も必ず座席表をご購入ください。 ※休憩なし。約60分間の公演です・。
[お問合せ]公益社団法人大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

12/13
(Fri)

12/24
(Tue)

12/19
(Thu)

12/29
(San)

[ヴァイオリン]古澤巌
[弦楽]ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオージ
------------------------------------------------------------------------------
ロベルト・ディ・マリーノ：マリーノコンチェルト第5番（新曲）／Limpida～潤いの時～
ジョルジェ・エネスク：ルーマニアン・ラプソディ　ほか
------------------------------------------------------------------------------
2019.12/19（木） 7：00PM 
S 6,500円　A 5,000円 （税込）
[お問合せ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]NHKプラネット／ザ・シンフォニーホール

[指揮]鈴木恵里奈　[司会]堀江政生、八塚彩美
【鶴組】[ソプラノ]植田加奈子、尾崎比佐子、木澤佐江子、日下部祐子、
斉藤言子、白石優子、林 佑子、古瀬まきを、松浦綾子
[メゾソプラノ]荒田祐子、名島嘉津栄、西原綾子  [バリトン]福嶋 勲

【亀組】[テノール]清原邦仁、小餅谷哲男、二塚直紀  [バリトン]井上敏
典、大谷圭介.、田中 勉、田中由也、西尾岳史、桝 貴志、森 寿美
[バス]湯浅貴斗  [ソプラノ]森井美貴
-------------------------------------------------------------------------------------
2019.12/29（日） 3：00PM 
S 7,150円　A 6,050円　B 4,950円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]オールスター関西オペラ歌合戦実行委員会

ソ
プ
ラ
ノ
：
小
林
沙
羅

新井宗平、山本かずみ

ヴァイオリン：古澤巌

弦楽：ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオ―ジ

©NIPPON COLUMBIA

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

発売中
発売中
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年 末 の 風 物 詩

今年もザ・シンフォニーホールの12月を彩る

「第九」
井上道義指揮 躍動の第九

第九 de クリスマス

大阪交響楽団 特別演奏会「感動の第九」

21世紀の第九 ～第九とモーツァルト～ 関西フィルハーモニー管弦楽団「第九」特別演奏会

[指揮]井上道義　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団　[ソプラノ]髙橋絵理
[アルト]小川明子　[テノール]西村悟　[バリトン]デニス・ビシュニャ
-----------------------------------------------------------------------------------------
アンダーソン：クリスマス・フェスティバル
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125
-----------------------------------------------------------------------------------------
2019.12/15（日） 2：00PM 
A 7,000円　B 5,000円　C 売切 （税込）
[お問合せ]ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000

[指揮]延原武春  [管弦楽]テレマン室内オーケストラ  [合唱]テレマン室内合唱団
[ソプラノ]六車智香、渡辺有香  [アルト]渡邊由美子  [テノール]鹿岡晃紀  [バリトン]篠部信宏
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
【第1部】ベートーヴェン：交響曲 第９番 ニ短調 「合唱付」 op.125／【第2部】テレマン：管弦楽組曲「ハンブルクの潮の満干」よ
り／J.S.バッハ：無伴奏チェロ組曲 第３番ハ長調 より、「クリスマス・オラトリオ」より／モーツァルト：歌劇 「魔笛」より“夜の女王の
アリア”／クライスラー：美しきロスマリン／クリスマスキャロル：「もろびとこぞりて」「神の御子は今宵しも」　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/22（日） 1：30PM 
A 5,500円　B 4,500円　C 売切 （税込）
[お問合せ]ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000

[指揮]太田 弦  [ピアノ]池田洋子
[ソプラノ]四方典子  [アルト]糀谷栄里子　[テノール]二塚直紀  [バリトン]萩原寛明
[合唱]はばたけ堺！合唱団、大阪交響楽団感動の第九特別合唱団2019  [管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モーツァルト：ピアノ協奏曲 第23番 イ長調 K.488／ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/27（金） 7：00PM 
S 6,000円　A 5,000円　B 3,500円　C 2,500円　オルガン 2,000円　D 1,000円（楽団WEB前売限定）（税込）
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522

[指揮]ケン・シェ  [管弦楽]日本センチュリー交響楽団　　
[合唱]京都バッハ･アカデミー合唱団  [ソプラノ]北野加織
[アルト]糀谷栄里子  [テノール]二塚直紀  [バリトン]萩原寛明
-----------------------------------------------------------------------------------------
モーツァルト：交響曲 第1番 変ホ長調 K.16
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125
-----------------------------------------------------------------------------------------
2019.12/28（土） 2：00PM 
A 6,000円　B 4,500円　C 売切 （税込）
[お問合せ]ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000

[指揮]村上寿昭  [ソプラノ]並河寿美  [アルト]成田伊美
[テノール]糸賀修平  [バリトン]西尾岳史  [合唱]田辺第九合唱団
-----------------------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：序曲「命名祝日」 op.115
ベートーヴェン：交響曲第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125
-----------------------------------------------------------------------------------------
2019.12/14（土） 2：30PM 
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円 （税込）
[お問合せ]公益財団法人関西フィルハーモニー管弦楽団 06-6577-1381

2年ぶりの登場となる井上道義と大編成オーケストラと豪華歌手陣、
会場全体が一体となる瞬間は見逃せません！

♪フロイデ シェーネル ゲッテル……年末に日本各地で演奏される「第九」。
ザ・シンフォニーホールでは、平成から令和へとバトンが繋がれた2019年を盛大に締めくくるに相応しい、

5つのコンサートで「第九」が披露されます。
2020年、ベートーヴェン生誕250周年イヤーに向けた迫力満点の歌声が、ホールに響きます。

百花繚乱のプログラムが毎年好評の「第九 de クリスマス」。
初演当時の編成とテンポで届けられる恒例“100人の第九”は圧巻！

　ベートーヴェンが亡くなる3年前の1824年に発表した9
番目にして最後の交響曲。文豪シラーの「歓喜の歌」を歌詞
に持つ第4楽章があまりにも有名だが、長調と短調が何度も
交錯する第1楽章も、劇的かつ緻密な第2楽章も、美しく崇高
な第3楽章も、実に魅力的。本作の初演楽譜がサザビーズに

出品された際の紹介文でもあるが、まさに「人類最高の芸術
作品」と言えるだろう。作曲者自ら指揮したウィーンでの初演
は大成功を収めたが、当時ほぼ失聴していた彼は大歓声が
聞こえず、近くにいた女性歌手に教えられてようやく気がづ
いたという。

　第2次世界大戦終結後の1947年、日本交響楽団（現在の
NHK交響楽団）が12月に3日連続で演奏し、大好評を博し
たことがきっかけと言われる。その後、戦後不況が続く中で、
年末に安定した臨時収入を期待できることから、日本各地の
オーケストラが本作を演奏するようになっていった。また、時

を同じくして「うたごえ運動」（社会運動や学生運動を背景に
全国各地で合唱団を組織する運動）が活発化。そのアマチュ
ア合唱団が「第九」を盛んに歌い、家族や友人が多数チケッ
トを購入することから、年末の風物詩として定着するに至っ
た。                                               （文　渡辺謙太郎）

2019年に大阪交響楽団の正指揮者に就任した若き俊英 太田 弦の
指揮に期待。ソリストには関西二期会の中堅実力派が揃う。

年の瀬には、ケン・シェによる熱いタクトで繰り広げられる「第九」。
モーツァルトの交響曲第1番とのカップリングも熱い。

★P28も併せてチェック！

“一期一会”を掲げ、実力派ソリストと定期シリーズ初登場の村上寿昭
のタクトで、またとない感動のシーンを奏でます。

発売中

発売中

発売中

発売中 発売中
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「第九」とは？

「第九」が年末によく演奏される由縁とは？

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

開催迫る!! ザ・シンフォニーホール12月の豪華ラインナップ The Symphony Hall Special Selection

★P28も併せてチェック！

★P28も併せてチェック！

©Namiko Kitaura©E Miyoshi

©Ai Ueda

©飯島隆
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な
お
、今
回
も
前
回
と
同
じ
く
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様
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る
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・
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ン
フ
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ニ
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の
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末
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金
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耳
と
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を
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福
に
包

み
込
ん
だ
極
上
の
名
演
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後
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来
場
者
に
祝
い
酒
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る
ま
わ
れ
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で
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ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
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（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

Review ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2019-2020 & ニューイヤーコンサート2020

　

年
の
瀬
と
新
年
の
門
出
を
大
好
き

な
音
楽
と
と
も
に
過
ご
す
。
そ
ん
な

欧
米
風
の
音
楽
生
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関
西
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着
実
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根
づ
い
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き
た
の
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、
ま
さ
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演
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賜
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え
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だ
ろ
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。
約
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年
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で
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れ
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２
０
１
５
年
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ら
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
復
活
し
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音
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の
祭
典
・
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆
ニ
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ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
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年
の
年
末

と
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年
の
年
始
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
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今
回
の
舞
台
に
華
々
し
く
舞
い
降

り
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ

国
立
フ
ィ
ル
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ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
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１
９
９
５
年
創
設
で
、
２
０
０
５
年
に

初
来
日
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来
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期
的
に
日
本
を
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て
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気
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し
て
い
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周
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持
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歌
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で
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カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
は
、誰
も
が
知

る
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
多
数
演
奏
。
ビ

ゼ
ー
「
カ
ル
メ
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プ
ッ
チ
ー
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「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
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ワ
ー
グ
ナ
ー

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
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ど
、作
曲
者
の
国

籍
や
作
品
の
舞
台
が
い
い
意
味
で
異

な
る
の
で
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末
の
雰
囲
気
に
ふ
さ
わ

し
い
華
や
ぎ
や
感
動
を
異
国
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緒
豊

か
に
味
わ
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

今
回
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
時
に
は
、楽

カウントダウンコンサート
2019-2020
&
ニューイヤーコンサート
2020

1
ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2019-2020
2019.12/31（火） 10:00PM
※18歳未満の方は保護者の同伴が必要です。

ザ・シンフォニーホール ニューイヤーコンサート2020
2020.1/1（水・祝） 3:00PM
------------------------------------------------------------------------------------
[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）
------------------------------------------------------------------------------------
[各日]  SS 11,000円　S 8,800円　A 6,600円　B 4,400円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

グリンカ：歌劇『ルスランとリュドミュラ』序曲
モーツァルト：歌劇『フィガロの結婚』より「恋とはどんなものかしら」
モーツァルト：歌劇『ドン・ジョバンニ』より「お手をどうぞ」
マスネ：タイスの瞑想曲 ★
ビゼー：歌劇『カルメン』より「闘牛士の歌」
チャイコフスキー：バレエ音楽『白鳥の湖』よりワルツ
ロッシーニ：歌劇『どろぼうかささぎ』序曲
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン ★
モンティ：チャルダッシュ
ワーグナー：楽劇『ワルキューレ』より「ワルキューレの騎行」
グノー：歌劇『ファウスト』より「金の子牛の歌」
プッチーニ：歌劇『トゥーランドット』より「誰も寝てはならぬ」
ムソルグスキー（ラヴェル編曲）：組曲「展覧会の絵」より
プロムナード～バーバヤーガの小屋～キエフの大門
ヴェルディ：歌劇『椿姫』より「乾杯の歌」   ほか　★大谷康子（ヴァイオリン）

ロッシーニ：歌劇『セヴィリアの理髪師』より「陰口はそよ風のように」
プッチーニ：歌劇『ジャンニ・スキッキ』より「私のお父さん」
ドニゼッティ：歌劇『連隊の娘』より「ああ友よなんと嬉しい日！」
ディ・カプア：オーソレミオ
チャイコフスキー：バレエ音楽『くるみ割り人形』より「花のワルツ」
ヴィヴァルディ：四季より 春 1楽章 ★
アラール：椿姫ファンタジーより「乾杯の歌」
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン ★
J.シュトラウス二世：ワルツ「春の声」
J.シュトラウス二世：ポルカ「雷鳴と電光」
ムソルグスキー（ラヴェル編曲）：組曲「展覧会の絵」より 
プロムナード～バーバヤーガの小屋～キエフの大門
デンツァ：フニクリフニクラ
ヴェルディ：歌劇『椿姫』より「乾杯の歌」
J.シュトラウス：ラデツキー行進曲   ほか　★大谷康子（ヴァイオリン）

※曲目は変更になる場合がございます。ご了承ください。

PROGRAM 2019.12/31 PROGRAM 2020.1/1

団
の
地
元
を
代
表
す
る
傑
作
、
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
の
組
曲「
展
覧
会
の
絵
」の

演
奏
が
決
定
。
も
と
も
と
は
ピ
ア
ノ

曲
だ
っ
た
も
の
を
後
に
音
の
魔
術
師
・

ラ
ヴ
ェ
ル
が
管
弦
楽
用
に
編
曲
し
た
色

彩
豊
か
で
緩
急
自
在
な
音
楽
絵
巻
を
、

本
場
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
楽
団
の
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
サ
ウ
ン
ド
で
心
ゆ
く
ま
で
酔
い
し

れ
よ
う
。

　

そ
し
て
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
並
ぶ
の
は
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
乾
杯

の
歌
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の

理
髪
師
」よ
り
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「
花
の
ワ
ル
ツ
」な
ど
。
さ
ら
に
、本
場

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
お
な
じ
み
の
名
曲
も
新

年
を
優
雅
に
祝
う
調
べ
と
な
っ
て
舞
い

降
り
る
は
ず
だ
。

　

あ
と
今
回
は
も
う
ひ
と
つ
、世
界
的

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

大
谷
康
子
が
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
の
も
大
き
な

楽
し
み
。
今
年
は
全
国
ツ
ア
ー
を
大

成
功
に
お
さ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

も
引
っ
張
り
だ
こ
の
彼
女
は
、20
年
が

デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

イ
ヤ
ー
に
あ
た
る
。
彼
女
は
ま
た
、15

年
に
キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル
の
日
本
ツ

ア
ー
の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
た
後
、17
年

と
18
年
に
も
共
演
を
重
ね
て
お
り
、相

性
は
ぴ
っ
た
り
。
今
回
は
サ
ラ
サ
ー

テ「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」や
モ
ン

今年は東欧の名門 キエフ国立フィルが登場！
「令和初」の年明けに祝福を奏でます。
新春にふさわしい華やぎや感動を体感しましょう！

名曲づくしのコンサート！
The Symphony Hall
Count Down＆New Year Concert 2019-2020

ザ・シンフォニーホール
平成から令和へバトンが渡された2019年から2020年へ。
東欧屈指の名門キエフ国立フィルとザ・シンフォニーホールが届ける
プレミアムな新春のステージ。

キエフ国立
フィルハーモニー

交響楽団

指揮：ニコライ・ジャジューラ

©Masashige Ogata

大谷康子
（ヴァイオリン）

アンドリー・マスリャコフ
（バリトン）

オレクサンドル・チェフピロ
（テノール）

オリガ・タブリナ
（アルト）

イワンナ・プリシュ
（ソプラノ）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
楽
団
の

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
サ
ウ
ン
ド
を

心
ゆ
く
ま
で

キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル
と
も
相
性

ぴ
っ
た
り
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

大
谷
康
子
が
登
場
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

発売中
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Review ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2019-2020 & ニューイヤーコンサート2020

2

3

2015 → 2016

2016 → 2017

2017 → 2018 2018 → 2019

4
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都 

キ
エ
フ
は
、約

1
５
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
古
の
都
市
。
街
に
は
緑
が
溢

れ
、四
季
折
々
の
美
し
い
景
色
が
楽
し

め
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
キ
エ
フ
は
、
ま
る

で
絵
本
か
ら
お
と
ぎ
の
国
が
飛
び
出
し

た
か
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
ま
ぶ

し
い
ほ
ど
に
美
し
い
建
造
物
が
多
い
街

で
、観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
聖

ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
ほ
か
、
ペ
チ
ェ
ー
ル

ス
カ
大
修
道
院
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
名
だ
た
る
文
学
者
や
音
楽
家

を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
芸
術
が
盛
ん

な
国
で
も
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
歌
劇
場

を
拠
点
と
し
た
バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
の
ス

テ
ー
ジ
も
世
界
的
に
称
賛
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
展
覧
会
の
絵
」は
、
１
８
７
４
年
に

ロ
シ
ア
の
作
曲
家 

モ
デ
ス
ト・
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
ピ
ア

ノ
組
曲
で
す
。
こ
の
曲
は
、ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
の
親
友
で
建
築
家
・
画
家
の
ヴ
ィ

ク
ト
ル・
ハ
ル
ト
マ
ン
が
急
死
し
た
後

に
開
か
れ
た
、彼
の
遺
作
展
覧
会
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、親
友

を
偲
ぶ
よ
う
に
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
の「
キ
エ
フ
の
大
門
」は
、
ハ

ル
ト
マ
ン
が
描
い
た
、
キ
エ
フ
に
建
設

予
定
だ
っ
た
門
の
デ
ッ
サ
ン
を
見
て
作

曲
さ
れ
ま
し
た
が
、実
際
に
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
現
在

キ
エ
フ
に
あ
る
大
き
な
門
は
、「
黄
金
の

門
」と
い
わ
れ
て
お
り
、
１
９
８
２
年
に

再
建
。「
展
覧
会
の
絵
」の「
キ
エ
フ
の
大

門
」そ
の
も
の
で
は
な
い
）

　

亡
き
親
友
が
果
た
せ
な
か
っ
た
夢

が
曲
の
中
で
実
現
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
。
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
と
ハ
ル
ト
マ
ン

の
魂
が
ひ
と
つ
に
な
る
か
の
よ
う
な
壮

大
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
感
動
が
待
っ

て
い
ま
す
。

多くの芸術家を生み出した街でもあるウクライナ キエフ。
ここでは、今回の主役「キエフ」の街を紹介します。

《プロムナード》、《バーバヤーガの小屋》、《キエフの大門》
溢れ出る高揚感、キエフ国立フィルだからこそ奏でられる
雄大な演奏は、必聴！！

毎回、様々な名曲を楽しめる、ザ・シンフォニーホールの
カウントダウン＆ニューイヤーコンサートを
振り返ります。

キエフとはどんな街？

今年のカウントダウンは「展覧会の絵」！

5年連続開催！今年も“関西を元気に”！

15年ぶりに復活した2015年末のカウントダウンコンサート

実力派歌手たちがパリから集結。プロジェクション・
マッピングも加わり、より華やかなステージとなった。

カウントダウンは「白鳥の湖」で新年を迎え
た。バレエをフィーチャーした演出に大喝采。

作曲家のモデスト・ムソ
ルグスキー。（下段）ハ
ルトマンが描いた「キエ
フの大門」

キエフにある大きな門として有名な、
「黄金の門」。11世紀前半に建てら
れたが、モンゴルの侵攻によって破壊。
1982年に再建された。

この日のためだけの特設ステージ、ザ・シン
フォニーオーケストラの演奏も大盛況。

　
〝
関
西
の
お
客
様
へ
、新
し
い
1
年

へ
の
活
力
と
な
る
よ
う
な
素
敵
な
瞬

間
を
お
届
け
し
た
い
！
〞

　

そ
ん
な
想
い
の
も
と
、
２
０
１
５
年

12
月
31
日
、15
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ジ
ル
ベ

ス
タ
ー
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
。
こ
れ
ま

で
、本
場
ウ
ィ
ー
ン
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
さ
な
が
ら
の
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
の
名
曲
を
豪
華

な
キ
ャ
ス
ト
で
届
け
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
と
ホ
ー
ル
が
一
体
と
な
る
感

動
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、鏡
割
り
、

祝
い
酒
の
ふ
る
ま
い
な
ど
で
新
年
の

幕
開
け
を
祝
う
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
。

　

そ
こ
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
も
漂
い
、回
を
重
ね
る
ご
と
に〝
ゆ

く
年
く
る
年
〞を
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
迎
え
る
人
が
増
え
て
き
ま

し
た
。「
来
年
も
こ
こ
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
迎
え
る
わ
」「
今
年
も
た
く
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
ば
せ
て

も
ら
う
よ
」と
い
っ
た
お
客
様
か
ら
の

う
れ
し
い
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
↓
２
０
２
０
は
、
つ
い

に
、東
欧
屈
指
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

キ
エ

フ
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
が
登
場
！
世
界
中
か
ら
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
名
曲
を
演
奏
し
、素
晴
ら
し

い
瞬
間
の
数
々
を
与
え
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
晴
れ
や
か
な
音
楽
の
祭
典

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

The Symphony Hall
Count Down＆New Year Concert 2019-2020

The Symphony Hall
Count Down＆New Year Concert 2019-2020

The Symphony Hall
Count Down＆New Year Concert 2019-2020

令和初のカウントダウン＆
ニューイヤーコンサート。
今年も数々の感動のシーンを
ご用意しています。
ご期待ください！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 89 SinfoniaSinfonia



大協奏曲 2020
Interview

3大協奏曲 2020 ～次世代を担う未来の巨匠たち～

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
し
た
の
が
５

歳
の
と
き
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
音
楽
好
き
の
両
親
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
姉
が
ピ
ア
ノ

を
習
っ
て
い
て
、私
も
つ
ら
れ
て
弾
い

て
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
に
、両
親
か
ら

『
他
に
何
か
興
味
な
い
？
』と
連
れ
ら
れ

て
い
っ
た
の
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
出

会
い
。
習
い
始
め
た
先
生
が
と
て
も
素

敵
な
方
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
場

を
月
に
１
回
は
設
け
て
、生
徒
た
ち
が

互
い
に
演
奏
を
聴
き
合
っ
た
り
す
る
ん

で
す
。
和
や
か
な
雰
囲
気
に
導
か
れ
、

自
然
に
楽
器
を
続
け
て
い
け
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
彼
女
が
、初
め
て
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
協
奏
曲
を
弾
い
た
機
会
は
？

　
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
コ
ル
ボ
ー
ン
音

楽
院
で
ロ
バ
ー
ト
・
リ
プ
セ
ッ
ト
先
生

に
習
っ
て
い
た
、10
歳
の
頃
。
そ
れ
も

舞
台
が
ホ
ー
ル
で
は
な
く
て
、
テ
キ
サ

ス
州
の
エ
ル
パ
ソ
に
新
し
く
完
成
し
た

シ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト（
笑
）。
そ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ベ
リ
オ
の
１

楽
章
を
演
奏
し
ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
５
年
後
の
１
９
９
４
年

に
は
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
音
楽
祭
で
ジ
ョ

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
指
揮
の
も
と
演
奏
。

さ
ら
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
指
揮
す
る
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
交
響
楽
団
と
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏
曲
を
弾
く
。
そ
の

後
の
彼
女
が
歩
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ

て
も
、節
目
を
飾
る
重
要
な
１
曲
だ
。

　
「
１
９
９
６
年
か
ら
ド
イ
ツ
の

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
音
楽
大
学
で
ザ
ハ
ー

ル
・
ブ
ロ
ン
先
生
に
師
事
し
た
の
で
す

が
、最
初
に
お
会
い
し
た
の
は
そ
の
２

年
前
。
見
て
い
た
だ
い
た
の
が
チ
ャ
イ

初
の
協
奏
曲
の
舞
台
は
、

ホ
ー
ル
で
は
な
く
シ
ー・リ
ゾ
ー
ト

“未来の巨匠”とオーケストラの豪華共演が
人気を博す、「3大協奏曲」。
開催に先駆けて、今回はソリストから、
川久保賜紀をフィーチャーし、
“コンチェルトで辿る自分史”を
テーマに語ってもらった。

ピアノ：小林愛実 ヴァイオリン：川久保賜紀

ブルッフ
ヴァイオリン協奏曲 第1番

ショパン
ピアノ協奏曲 第1番

ドヴォルザーク
チェロ協奏曲

チェロ：横坂 源

～次世代を担う未来の巨匠たち～

feature 川久保賜紀

©Yuji Hori©Akira Muto ©ワーナーミュージック・ジャパン

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

初舞台となった、テキサス サンアントニオの
シ—・ワールドに出演する時のホテルにて。
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の
構
造
が
見
え
て
き
た
り
も
し
ま
し

た
。
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」

　

２
０
２
０
年
１
月
の「
3
大
協
奏

曲
」で
取
り
上
げ
る
の
は
ブ
ル
ッ
フ
の

第
１
番
。
ロ
マ
ン
派
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

協
奏
曲
で
も
屈
指
の
傑
作
だ
。
去
る
９

月
に
も
彼
女
は
パ
ー
ヴ
ォ
・
ヤ
ル
ヴ
ィ

指
揮
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
と
共
演
し
て

い
る
。

　
「
改
め
て
良
い
曲
だ
と
実
感
し
ま
し

た
ね
。
第
１
楽
章
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
盛
り
上
が
る
と
こ
ろ
な
ん
て〝
カ
ッ

コ
い
い
！
〞
っ
て
。
確
か
に
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
曲
で
す
が
、
ソ
リ
ス
ト
が

あ
ま
り
に
も
自
由
に
振
る
舞
い
過
ぎ

て
し
ま
う
と
、
ち
ょ
っ
と
違
う
世
界
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
第
１
楽
章

な
ど
は
、
バ
ス
が
刻
む
音
に
乗
っ
て
歌

う
よ
う
に
し
な
い
と
…
…
。
終
楽
章
も

パ
ル
ス
の
躍
動
感
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

ド
イ
ツ
音
楽
的
な
重
さ
も
備
わ
っ
て
い

ま
す
」

　

そ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
弾
く
場
と
な

る
の
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
。

　
「
音
の
一
体
感
が
素
晴
ら
し
い
ホ
ー

ル
で
す
よ
ね
。
今
年
８
月
に
辻
井
伸
行

さ
ん
た
ち
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
五

重
奏
曲
を
演
奏
し
た
と
き
に
も
や
っ

ぱ
り
そ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
の
ス
テ
ー

ジ
の
後
半
は
辻
井
さ
ん
の
ソ
ロ
で
シ
ョ

パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
。
私
も

い
る
の
？
〞な
ん
て
思
い
な
が
ら（
笑
）

…
…
。
そ
ん
な
手
順
を
踏
み
な
が
ら
１

つ
の
曲
を
音
楽
に
し
て
い
く
過
程
は
新

鮮
で
し
た
し
、舞
台
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
一
緒
に
弾
い
て
い
て
初
め
て『
こ
ん

な
音
が
聴
こ
え
て
く
る
ん
だ
！
』と
曲

Interview

[ピアノ]小林愛実　[ヴァイオリン]川久保賜紀
[チェロ]横坂 源　[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------------------------
ショパン:ピアノ協奏曲 第１番 ホ短調 op.11
ブルッフ:ヴァイオリン協奏曲 第１番 ト短調 op.26
ドヴォルザーク:チェロ協奏曲 ロ短調 op.104、B191
--------------------------------------------------------------------------------
2020.1/5（日） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

コ
フ
ス
キ
ー
で
す
。
正
味
45
分
の
レ
ッ

ス
ン
で
五
線
譜
２
段
ぶ
ん
し
か
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
…
…
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

音
符
に
、
こ
れ
だ
け
細
か
な
こ
と
を
積

み
重
ね
て
い
く
も
の
か
、
と
思
い
ま
し

た
ね
」

　

ブ
ロ
ン
の
も
と
で
積
ん
だ
研
鑽
が
、

２
０
０
２
年
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
最
高
位（
１
位
な
し
の

２
位
）と
い
う
実
り
に
つ
な
が
る
。

　
「
本
選
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
協
奏
曲
。
コ
ン
ク
ー
ル
っ

て
、全
体
を
通
し
て
み
る
と
本
当
に
マ

ラ
ソ
ン
で
し
た
ね（
笑
）。
最
終
的
に

は
、『
コ
ン
ク
ー
ル
と
思
わ
ず
に
、音
楽

発売中

2002年チャイコフスキー国際コンクール 
ライヴ CDジャケット

を
や
れ
ば
よ
い
の
だ
』と
い
う
先
生
の

助
言
ど
お
り
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
〝
今
ま
で
手
が
け
た
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

で
特
に
印
象
深
い
も
の
は
？
〞と
い
う

問
い
に
、彼
女
は
２
０
１
４
年
１
月
に

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
下
野
竜

也
指
揮
大
阪
交
響
楽
団
と
共
演
し
た
、

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
協
奏
曲
を
挙
げ

た
。
12
音
技
法
で
書
か
れ
た
難
曲
で
あ

る
。

　
「
今
年
の
１
月
に
も
下
野
さ
ん
と
広

島
で
共
演
し
て
い
ま
す
。
1
度
目
の

と
き
は
準
備
に
半
年
か
け
ま
し
た
。
譜

面
を
読
み
解
く
の
が
ま
ず
大
変
で
、

と
き
に
は〝
本
当
に
こ
れ
で
合
っ
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
っ
て
気
分
よ
く
弾

い
ち
ゃ
い
ま
し
た
！　

間
違
え
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら（
笑
）」

（
文　

木
幡
一
誠
）

第
１
楽
章
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

盛
り
上
が
る
と
こ
ろ〝
カ
ッ
コ
い
い
！
〟

撮影：寺坂ジョニー
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Eiji
Oue大植英次

×
「英雄の生涯」

Interview

大植英次×「英雄の生涯」

　
「
新
た
な
こ
と
を
し
た
い
、
と
言
え

ば
、
ま
ず
新
曲
の
委
嘱
あ
た
り
を
思

い
つ
く
か
も
…
。
で
も
私
は
、誰
も
が

知
る
名
曲
を
、
こ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ

な
い
組
み
合
わ
せ
で
聴
い
て
も
ら
い

た
い
。
そ
れ
も
、日
本
で
最
高
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
。
こ
こ
に
ま
た
、新

た
な
発
見
が
必
ず
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」。

　

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
北
ド
イ
ツ
放
送
フ
ィ

ル
を
は
じ
め
、世
界
各
地
の
第
一
線

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
シ
ェ
フ
を
歴
任
し
て

き
た
マ
エ
ス
ト
ロ
・
大
植
英
次
は
熱
っ

ぽ
く
語
る
。

　

10
年
に
わ
た
っ
て
音
楽
監
督
を
務

め
、現
在
は
桂
冠
指
揮
者
の
地
位
に
あ

る
大
阪
フ
ィ
ル
を
率
い
、昨
年
３
月
に

「
英
雄
」×「
ア
ル
プ
ス
交
響
曲
」、今
年

1
月
に
Ｒ
．
コ
ル
サ
コ
フ「
シ
ェ
エ
ラ

ザ
ー
ド
」×
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー「
春

の
祭
典
」と
、〝
凄
演
〞を
連
発
し
た
大

植
。
そ
ん
な〝
黄
金
コ
ン
ビ
〞が
来
年

１
月
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
交
響
曲
第

７
番
」に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

「
英
雄
の
生
涯
」と
い
う〝
あ
り
え
な
い

組
み
合
わ
せ
〞を
引
っ
提
げ
、
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
帰
っ
て
来
る
。

　
「
例
え
ば
、将
棋
界
で
は
今
、若
い
棋

士
た
ち
が
従
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
取
り
組
み
を
し
て
、新
風
を
吹

〝
あ
り
得
な
い
組
み
合
わ
せ
〟を

引
っ
提
げ
て
帰
っ
て
く
る
！

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年
。

ま
ず
、彼
こ
そ
が
英
雄
で
す
ね
。

“大阪”という街に、格別の愛着を示すマエストロ。
“ありえない組み合わせ”で英雄を讃える

©飯島 隆
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ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
、
こ
こ
に
で
き
た

の
で
し
ょ
う
？　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
が
、
ま
さ
に
我
が
国
の
先
達
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
や
、色
ん
な

名
演
奏
が
染
み
込
ん
で
、
さ
ら
に
良
い

音
に
。
こ
の
ホ
ー
ル
も
、
こ
こ
で
礎
を

創
っ
た
朝
比
奈
隆
先
生
も
、私
に
と
っ

て
は
英
雄
で
す
」

　

そ
う
話
す
大
植
も
英
雄
と
い
え
る
だ

ろ
う
。「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と

い
う
宝
物
の
よ
う
な
場
所
で
、
お
そ
ら

く
ベ
ル
リ
ン
で
も
聴
け
な
い
、
こ
こ
だ

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
味
わ
う
。
１
人
で

も
多
く
の
人
に
、体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
力
を
込
め
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文　

笹
田
和
人
）

（
笑
）。
で
も
、私
は
交
響
曲
第
７
番
に

こ
そ
、英
雄
的
な
要
素
を
強
く
感
じ
る

ん
で
す
」

　

そ
の
理
由
を「
今
、
ど
う
し
て
Ａ（
イ

音
）で
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
す
る
か
、ご
存
じ

で
す
か
?　

そ
れ
は（
西
洋
音
楽
の
起

源
で
あ
る
）古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
最

初
の
撥
弦
楽
器
、
キ
タ
ラ（
小
型
ハ
ー

プ
）の
中
心
に
張
ら
れ
、最
も
重
要
と

さ
れ
た
弦
が
Ａ
だ
っ
た
か
ら
。〝
中
心
の

音
〞が
主
音
の
イ
長
調
を
採
る
第
７
番

こ
そ
、実
は
最
も
英
雄
的
で
す
」と
説

明
。「
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、こ
の
曲
を『
舞
踏

の
聖
化
』と
評
し
ま
し
た
。
踊
り
は
、喜

び
で
あ
り
、楽
し
み
。
皆
が
幸
せ
で
、平

和
で
な
け
れ
ば
、踊
れ
な
い
。
実
に
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
で
、ヒ
ロ
イ
ッ
ク
で
す
ね
」

と
付
け
加
え
た
。

　

こ
こ
へ
組
み
合
わ
せ
る
の
が
、Ｒ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩「
英
雄
の
生

涯
」だ
。

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
人
生
と
、

こ
の
交
響
詩
は
、非
常
に
シ
ン
ク
ロ
し

て
い
る
の
で
す
よ
。
そ
も
そ
も
、
こ
の

曲
は
変
ホ
長
調
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
響
曲
第
３
番
と
同
じ
。
こ
の
作
品

で
の〝
英
雄
〞と
は〝
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自

身
の
こ
と
〞と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、だ
っ

た
ら
別
の
調
性
を
選
ぶ
で
し
ょ
う
。

間
違
い
な
く
、意
識
し
て
い
た
は
ず
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
こ
の
作
品
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
英
雄
像
を
投
影
し

た
ん
で
す
」

　
〝
大
阪
〞と
い
う
街
に
、格
別
の
愛
着

を
示
す
マ
エ
ス
ト
ロ
。
大
阪
フ
ィ
ル

音
楽
監
督
時
代
に
始
め
た
、自
ら
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
毎
年
秋
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト「
大
阪
ク
ラ
シ
ッ
ク
」も
、今
年
で
14

回
目
に
。「
格
調
高
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
、敷
居
を
低
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
…
。

完
全
に
根
付
き
ま
し
た
。
客
席
の
距
離

が
近
く
て
、楽
団
員
と
聴
衆
が
気
軽
に

触
れ
合
え
る
。
お
年
寄
り
の
手
助
け
を

し
た
り
、子
供
が
泣
け
ば
誰
か
が
あ
や

し
た
り
と
、
お
客
さ
ん
同
士
も
助
け
合

う
。
遂
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
結

婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
で
き
て
、
こ
の
あ

い
だ
は〝
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
大
植
〞と
自

己
紹
介
し
ま
し
た
よ
」と
嬉
し
そ
う
に

微
笑
む
。

　
「
よ
く『
大
阪
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、根

付
か
な
い
』と
い
う
人
が
い
ま
す
。
そ

れ
な
ら
な
ぜ
、日
本
初
の
本
格
的
な
コ

Interview

[指揮]大植英次
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
--------------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
R.シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」op.40 TrV 190
--------------------------------------------------------------------------------
2020.1/25（土） 3:00PM
S 7,150円　A 6,050円　B 4,950円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪フィルハーモニー協会

か
せ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
演
奏
家
も
、

決
ま
り
き
っ
た〝
手
〞で
は
な
く
、全
く

新
た
な
視
点
を
持
つ
べ
き
。
そ
の
ひ
と

つ
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
の

妙
が
演
奏
会
の
醍
醐
味
と
な
り
う
る

で
し
ょ
う
」と
大
植
。「
と
は
い
っ
て
も
、

や
み
く
も
に
組
み
合
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
筋
道
が
通
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
し
な
け
れ
ば
」と
言
葉
を
重
ね

る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
英
雄
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、想
像
力
を
巡
ら

こ
の
ホ
ー
ル
、こ
こ
で
礎
を
創
っ
た

朝
比
奈
隆
先
生
も
私
に
と
っ
て
英
雄

発売中

せ
た
。

　
「
来
年
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕

２
５
０
年
。
ま
ず
、彼
こ
そ
が
英
雄
で

す
ね
。
こ
の
英
雄
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
伝
統
が
連
綿
と

続
き
、数
々
の
作
品
や
演
奏
家
が
生
ま

れ
て
き
た
。『
自
分
の
信
念
を
貫
か
な
け

れ
ば
、音
楽
で
は
な
い
』と
言
う
意
味
の

こ
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。
今
回
が
私
た

ち
の
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、彼
の
交
響
曲
第〝
３
〞番
が『
英

雄
』で
あ
る
こ
と
も
、〝
隠
れ
テ
ー
マ
〞に©s.yamamoto
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２
０
１
９
年
４
月
に『
三
大
交
響

曲
』で
熱
演
し
た
外
山
雄
三
が
、再
び

大
阪
交
響
楽
団
を
率
い
て
、今
度
は
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第
８
番
と

第
９
番『
新
世
界
よ
り
』の
タ
ク
ト
を

執
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
ん

で
き
た
！
外
山
は
こ
れ
ま
で
大
阪
響

と
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
交
響
曲
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
音
楽
の
数
々
、

外
山
の
自
作
の
作
品
な
ど
を
演
奏
し

て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
定
期
演
奏
会
、

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
一
線
を
画
す
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
の
シ

リ
ー
ズ『
三
大
交
響
曲
』に
引
き
続
き
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
名
曲
交
響
曲
２

曲
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
彼
ら
に
対
し
、

聴
く
側
も
思
わ
ず
期
待
に
力
が
入
っ

て
し
ま
う
の
は
、仕
方
が
な
い
と
い
う

も
の
だ
。

　

よ
く
い
ろ
ん
な
人
に「
外
山
に
対

す
る
印
象
は
？
」と
尋
ね
る
と
、皆
が

口
を
揃
え
て「
な
に
し
ろ
耳
が
よ
い
」

と
い
う
。
そ
し
て
次
に
出
て
く
る
の

が「
練
習
が
厳
し
い
」と
い
う
も
の
だ

ろ
う
。
昔
気
質
の
職
人
指
揮
者
の
印

象
だ
ろ
う
か
、
は
た
ま
た
楽
隊
の
鬼
軍

曹
と
い
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ

う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
外
山
に
は
あ

る
の
だ
ろ
う
。
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、世

界
的
に
も
そ
う
い
っ
た
指
揮
者
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、今
で
は
数

Review 外山雄三 ドヴォルザ－ク 交響曲第8番&第9番

少
な
い
ひ
と
り
と
も
言
え
る
。

　

先
日
、外
山
＆
大
阪
響
の
リ
ハ
ー
サ

ル
と
演
奏
会
を
見
学
す
る
チ
ャ
ン
ス

に
恵
ま
れ
た
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
そ
れ

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
そ

れ
は
外
山
の
強
固
な（
頑
固
な
と
い
っ

た
方
が
い
い
か
も
）信
念
が
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
行
き
渡
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
厳
し
さ

だ
け
で
な
く
、音
楽
に
対
し
て
愛
情
と

情
熱
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
音
に
説
得
力
が

あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
実
際

に
演
奏
を
聴
い
た
人
に
は
共
感
し
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

音
楽
そ
の
も
の
に
対
し
て
真
摯
に
取

り
組
む
か
ら
こ
そ
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
圧

倒
的
で
あ
り
、強
烈
な
印
象
の
残
る

…
。
外
山
の
タ
ク
ト
に
よ
る
演
奏
が

感
動
を
与
え
る
の
は
、
そ
の
厳
し
さ
の

ゆ
え
で
は
な
い
か
。
実
際
に
外
山
の

指
揮
は
凄
か
っ
た
し
、聴
衆
は
じ
っ
く

り
と
余
韻
を
か
み
し
め
な
が
ら
そ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
心
行
く
ま
で
味
わ
う

の
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

聴
き
逃
す
テ
は
な
い
。
だ
っ
て
日
本
現

役
最
高
齢
指
揮
者 

齢
89
歳
を
迎
え
る

外
山
雄
三
の
新
た
な
挑
戦
、
そ
し
て
伝

説
に
立
ち
会
え
る
瞬
間
な
の
だ
か
ら
。

（
文　

三
宅
坂
幸
太
郎
）

日
本
現
役
最
高
齢
指
揮
者

89
歳
の
新
た
な
伝
説ドヴォルザーク

交響曲
第8番&第9番

外
山
雄
三

[指揮]外山雄三　[管弦楽]大阪交響楽団
--------------------------------------------------------------------
ドヴォルザーク：交響曲 第8番 ト長調 op.88
交響曲 第9番 ホ短調 「新世界より」 op.95
--------------------------------------------------------------------
2020.5/21（木） 7:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

先行予約：11/21（木） 一般発売：11/30（土）

Y
U

Z
O

 
T

O
Y

A
M

A

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

音
楽
に
対
す
る
愛
情
と
情
熱

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
説
得
力
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ギル・シャハム
ヴァイオリン・リサイタル

巨匠 ギル・シャハム
初リサイタルがついに実現！！

　

鉄
壁
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
奥
深
い
音
楽

性
、艶
や
か
な
音
色
、
そ
し
て
現
代
人
の

感
性
へ
直
接
的
に
訴
え
る
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
さ
。
１
９
９
０
年
代
に「
若
き
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
」と
脚

光
を
浴
び
た
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ギ
ル
・

シ
ャ
ハ
ム
も
、今
や
40
代
後
半
に
。
鮮

烈
な
印
象
は
そ
の
ま
ま
に
、円
熟
と
滋

味
が
加
わ
り
、揺
る
ぎ
な
き「
現
代
の
巨

匠
」へ
と
進
化
を
遂
げ
た
。
そ
ん
な
世

界
的
名
手
が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
に
降
臨
。
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
に
至

る
、広
大
な
音
楽
の
宇
宙
を
構
築
す
る
。

Review ギル・シャハム ヴァイオリン・リサイタル

ヴ
ァ
リ
ウ
ス「
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
夫
人
」を

駆
り
、紡
ぎ
出
す
音
楽
は
、実
に
多
彩
で

変
幻
自
在
。
彼
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
枠
の

中
に
作
品
を
押
し
込
め
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
を
、決
し
て
し
な
い
。
先
入
観

を
一
切
排
し
て
、
い
っ
た
ん〝
解
体
〞し

た
上
で
、独
特
の
感
性
で
再
構
築
を
施

し
、
ま
る
で
生
ま
れ
た
て
の
音
楽
の
よ

う
に
昇
華
し
て
み
せ
る
の
だ
。

　

例
え
ば
、大
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
作
品

な
ら
ば
、流
行
り
の
バ
ロ
ッ
ク
奏
法
へ

安
易
に
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、時
に
セ

オ
リ
ー
と
逆
の
ボ
ウ
イ
ン
グ（
弓
遣
い
）

も
厭
わ
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、生
ま
れ

出
る
音
楽
は
一
片
の
よ
ど
み
も
な
く
、

流
麗
で
清
澄
だ
。
か
た
や
、
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
の
小
品
か
ら
立
ち
上
る
気
品
。
ま

る
で
、
こ
れ
ら
を
愛
奏
し
た
先
達
た
ち

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
取
り
上
げ
て
い
る

ユ
ダ
ヤ
人
作
曲
家
の
作
品
か
ら
は
、民

族
の
誇
り
と
、自
分
自
身
の
ル
ー
ツ
へ

の
熱
い
想
い
が
滲
む
。

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
の〝
聖
書
〞で
あ

り
、全
曲
録
音
も
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
作
品
か
ら
、「
ソ

ナ
タ
第
２
番
」を
軸
に
。
そ
し
て
、30

年
近
い
親
交
の
あ
る
ピ
ア
ノ
の
名
手
・

江
口
玲
が
共
演
。
フ
ォ
ー
レ
の「
ソ
ナ

タ
第
１
番
」や
メ
シ
ア
ン「
主
題
と
変

奏
」、
そ
の
メ
シ
ア
ン
に
師
事
し
た
現
代

ア
メ
リ
カ
の
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー

（
１
９
５
２
〜
）に
よ
る「
ソ
ナ
タ
第
２

番
」、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
小
品
な
ど
の
披

露
を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
私
は
勤
勉
で
あ
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
誰
で
あ
ろ
う
と
、私
の
よ

う
に
勤
勉
な
ら
ば
、同
じ
よ
う
に
成
功

す
る
だ
ろ
う
」。
バ
ッ
ハ
が
晩
年
に
語
っ

た
と
い
う
言
葉
を
、座
右
の
銘
と
し
て

い
る
シ
ャ
ハ
ム
。
そ
ん
な
謙
虚
で
真
摯

な
人
柄
は
、音
色
や
演
奏
に
も
具
に
反

映
し
て
い
る
。
彼
が
ス
テ
ー
ジ
で
紡
ぐ

音
楽
を
聴
く
こ
と
は
、
そ
の
人
柄
に
触

れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。（

文　

笹
田
和
人
）

揺
る
ぎ
な
き「
現
代
の
巨
匠
」が
降
臨

[ヴァイオリン]ギル・シャハム  [ピアノ]江口 玲
-------------------------------------------------------------------
メシアン：主題と変奏／スコット・ウィーラー：ヴァイオリン・ソナタ 第2
番　「歌うトルコ人」／J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ 第2番 
イ短調 BWV1003／クライスラー：プニャーニの様式による前奏曲と
アレグロ／フォーレ：ヴァイオリン・ソナタ 第1番 イ長調 op.13
-------------------------------------------------------------------
2020.6/27（土） 7:00PM
S 8,800円  A 6,600円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

先行予約：11/21（木） 一般発売：11/30（土）

G
i

l
 

S
h

a
h

a
m

多
彩
で
変
幻
自
在
。グ
ラ
ミ
ー
賞

は
じ
め
、数
々
の
賞
に
も
輝
く

　

１
９
７
１
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
で
科
学

者
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
シ
ャ

ハ
ム
。
７
歳
で
移
住
先
の
イ
ス
ラ
エ

ル
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
、10
歳
で

イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ィ
ル
と
共
演
し
て
デ

ビ
ュ
ー
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
ド

ロ
シ
ー
・
デ
ィ
レ
イ
ら
の
薫
陶
を
受
け

る
一
方
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は
、数
学

も
学
ん
だ
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
に
リ
サ
イ
タ
ル
活
動
の
ほ
か
、
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
や
シ
カ
ゴ
響
な
ど
世

界
中
の
第
一
線
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共

演
。
グ
ラ
ミ
ー
賞
は
じ
め
、録
音
は
数
々

の
受
賞
に
も
輝
く
。

　

１
６
９
９
年
製
の
銘
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
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「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」と
い
っ
た
有

名
な
映
画
音
楽
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

荘
厳
な
響
き
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
華
麗
な
映
像
世
界
で
た

ん
能
で
き
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト「
超
絶
の
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
」。

　

４
年
連
続
で
チ
ケ
ッ
ト
完
売
と
い
う

毎
夏
恒
例
の
人
気
企
画
だ
が
、今
夏
、
お

送
り
す
る
の
は
、昨
年
、日
本
で
も
社
会

現
象
化
し
た
洋
画「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」 

で
お
な
じ
み
の
英
バ
ン
ド
、Ｑ

Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ポ
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
、Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
ヒ
ッ
ト
曲

で
綴
る「
超
絶
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ

デ
ィ  

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
」だ
。

　

３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
が
紡
ぐ
オ
ル

ガ
ン
の
多
彩
な
音
色
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
と
の
親
和
性
の
高
さ
で
知
ら
れ
る

両
者
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
隠
さ
れ
た
真
の
魅

力
を
我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
だ
け
で
な
く
、

ロ
ッ
ク
音
楽
と
い
っ
た
洋
楽
の
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
疑
問

や
戸
惑
い
を
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
と

思
う
が
、実
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る

意
味
、最
強
な
の
だ
。

Review 大人気「超絶シリーズ」の最新作！！ プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶のボヘミアン・ラプソディ QUEEN×ABBA

　

１
９
７
３
年
に
シ
ン
グ
ル「
炎
の

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
」で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
。
当
時
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の

新
星
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
音
楽
性
は

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
や
デ
ィ
ー
プ
・

パ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
他
の
ハ
ー
ド
ロ
ッ

ク
の
バ
ン
ド
と
は
根
本
か
ら
違
っ
て
い

た
。

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
ズ
を
は
じ
め
、当
時
の
他
の
英

バ
ン
ド
の
多
く
は
米
の
黒
人
ル
ー
ツ
音

楽
で
あ
る
ブ
ル
ー
ス
の
影
響
を
多
分
に

受
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

の
音
楽
の
根
底
に
あ
る
の
は
欧
州
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
だ
っ
た
。

　
「
キ
ラ
ー
・
ク
イ
ー
ン
」（
74
年
）や「
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」（
75
年
）で
聞

か
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
よ
う
な
優

美
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
オ
ペ
ラ
の
如
き 

壮
麗
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、数
多
の
バ
ン

ド
の
楽
曲
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
あ
り
な
が
ら
、最
も

〝
非
ロ
ッ
ク
〞的
な
サ
ウ
ン
ド
を
追
求
し

た
の
が
彼
ら
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
方
も
全
く
同

じ
だ
。
１
９
７
２
年
に
結
成
さ
れ
、翌

73
年
に
デ
ビ
ュ
ー
以
来「
マ
ン
マ
・
ミ
ー

ア
」（
75
年
）や「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー

ン
」 （
76
年
）と
い
っ
た
極
め
て
良
質
の

ポ
ッ
プ
曲
を
次
々
発
売
し
、欧
米
で
熱

狂
的
な
人
気
を
獲
得
し
た
が
、彼
ら
の

楽
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
殆
ど
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
！

　

と
り
わ
け
日
本
で
も
人
気
の
高
い

「
マ
ネ
ー
、
マ
ネ
ー
、
マ
ネ
ー
」（
76
年
）

と
い
う
楽
曲
は
、一
聴
す
る
と
普
通
の

ポ
ッ
プ
曲
だ
が
、構
成
は
ほ
と
ん
ど
オ

ペ
ラ
。
そ
れ
を〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で

ご
ざ
い
ま
す
よ
〞と
も
っ
た
い
ぶ
っ
て

披
露
し
な
か
っ
た
か
ら
大
衆
の
支
持
を

得
た
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、欧
州
の
ロ
ッ
ク

音
楽
や
ポ
ッ
プ
ス
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

と
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
明
ら

か
に
な
る
と
共
に
、互
い
の
持
ち
味
が

新
た
な
形
で
楽
し
め
る
こ
と
間
違
い
な

し
だ
。

（
文　

産
経
新
聞
大
阪
文
化
部　

編
集

委
員　

岡
田
敏
一
）

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
名
曲
の
数
々
!!

今
年
も
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
ス
ゴ
す
ぎ
る
!!

超絶のボヘミアン・ラプソディ
QUEEN×A BA

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

大 人 気 「 超 絶 シ リ ー ズ 」 の 最 新 作 ！！

[オルガン]石丸由佳
------------------------------------------------------------------------------
[QUEEN] I WAS BORN TO LOVE YOU★／WE WILL ROCK 
YOU／DON'T STOP ME NOW★／BOHEMIAN RHAPSODY
[ABBA] MAMMA MIA／DANCING QUEEN★／VOULEZ 
VOUS★／LAY ALL YOUR LOVE ON ME  ※順不同 ★プロジェ
クションマッピング付き
------------------------------------------------------------------------------
2020.5/17（日） 2:00PM
全席指定 2,750円 （税込） ※4才以上のお子様からご入場可能です。
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
先行予約：11/21（木） 一般発売：11/30（土）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
、実
は

こ
の
組
み
合
わ
せ
、最
強
な
の
だ
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冨田一樹
バッハ名曲

決定版

バッハ国際コンクール優勝完売必至！

　
「
バ
ッ
ハ
ほ
ど
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
人
は
い
な
い
の
で

は
と
思
う
ぐ
ら
い
、本
当
に
計
算
さ
れ

尽
く
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
大

切
に
演
奏
し
て
い
き
た
い
」

　

オ
ル
ガ
ン
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
魅
了
さ

れ
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
へ
の
道
へ
導
か
れ

た
冨
田
一
樹
。
大
阪
音
楽
大
学
を
卒
業

後
、旅
行
で
訪
れ
た
北
ド
イ
ツ
・
ノ
ル
デ

ン
に
あ
る
聖
ル
ド
ゲ
リ
教
会
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
を
聴
い
て
、
す
ぐ
に
ド
イ
ツ

留
学
を
決
意
し
た
。「
バ
ッ
ハ
よ
り
少
し

前
の
時
代
の
音
楽
に
特
化
し
た
調
律

法（
中
全
音
律
）で
、
と
に
か
く
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
綺
麗
で
美
し
い
。
そ
れ
を
聴
い

て
し
ま
う
と
、
ド
イ
ツ
へ
行
か
な
く
て

は
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」。

　

２
０
１
５
年
４
月
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
音
楽
大
学
大
学
院
へ
入
学
し
、留
学

Interview バッハ国際コンクール優勝 冨田一樹 バッハ名曲決定版

中
の
様
々
な
出
会
い
や
経
験
が
、冨
田

の
表
現
力
に
磨
き
を
か
け
た
。

　
「
ア
ル
フ
ィ
ー
ト
・
ガ
ス
ト
先
生
が
務

め
ら
れ
て
い
る
聖
ヤ
コ
ビ
教
会
に
は
、

５
０
０
年
程
前
の
古
い
オ
ル
ガ
ン
が
あ

り
、先
生
の
ご
厚
意
で
色
々
弾
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
会
の
荘
厳
な

響
き
の
中
で
、
テ
ン
ポ
感
や
、
ど
の
よ

う
に
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ

け
れ
ば
ク
リ
ア
に
聴
こ
え
る
か
と
い
う

研
究
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
聖
ヤ
コ
ビ

教
会
だ
け
で
な
く
、色
ん
な
オ
ル
ガ
ン

を
弾
か
せ
て
も
ら
い
、
な
か
に
は
常
に

『
プ
シ
ュ
ー
』と
息
も
れ
し
て
い
る
よ
う

な
オ
ル
ガ
ン
も（
笑
）。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
、自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
性
的
な
音
色
を
聴

い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
日
本
に
あ
る
オ
ル
ガ
ン
で
再
現
す
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
か
と
探
求
を
重
ね
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
ひ
と
つ
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
中
で
、
な
る
べ
く
同
じ
音
色
を
使
わ

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
色
ん

な
楽
器
を
知
っ
て
お
か
な
い
と
音
色
も

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
。
現

地
の
楽
器
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要

な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
再

現
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
オ
ル
ガ
ン
だ
か
ら
で
き
る
音
色
を
考

え
ま
す
」。

　

演
奏
会
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
レ

コ
ー
ダ
ー
を
後
ろ
に
置
き
、納
得
で
き

る
ま
で
調
整
を
繰
り
返
す
。
讃
美
歌

（
コ
ラ
ー
ル
）な
ど
、歌
詞
の
意
味
を
深

く
く
み
取
っ
た
上
で
音
色
を
決
め
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
語
る
。
冨
田

が
奏
で
る
豊
か
な
音
色
を
聴
く
と
、瞬

く
間
に
オ
ル
ガ
ン
の
新
た
な
魅
力
に

惹
き
こ
ま
れ
る
。

　

来
年
３
月
21
日
に
、待
望
の《
バ
ッ

ハ
名
曲
決
定
版
》が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
、冨
田
が
同
ホ
ー
ル
で
出
演
し
て
き

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
す
べ
て
満
席
。「
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
オ
ル
ガ
ン
は
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
楽
器
な
の
で
、毎

回
毎
回
オ
ル
ガ
ン
を
広
め
る
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
り
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

最
終
回
は
、日
本
人
初
の
優
勝
に
輝

い
た
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い

て
詳
し
く
語
っ
て
い
た
だ
く
。

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

Kazuki Tomita Interview Vol.2
豊かな音色に秘められた飽くなき探求心

[オルガン]冨田一樹
-------------------------------------------------------------------
オール バッハ・プログラム：前奏曲とフーガ イ短調 BWV543／おお
人よ、汝の罪の大いなるを嘆け BWV622／「マルチェッロのアダー
ジョ」（オーボエ協奏曲より第2楽章）BWV974-2／前奏曲とフーガ 
ハ長調　BWV531／トリオ ニ短調 BWV583／主よ、人の望みの
喜びよ BWV147／パッサカリア ハ短調 BWV582
-------------------------------------------------------------------
2020.3/21（土） 7:00PM
全席指定 2200円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

出
演
し
て
き
た
公
演
は
全
て
満
席

オルガン：冨田一樹
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２
０
１
８
年
春
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

約
２
年
。
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
お
届
け
す
る

シ
リ
ー
ズ
の
新
コ
ン
サ
ー
ト
は
、『
３

Ｂ
』
！ 

バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
と
い
う
、
ド
イ
ツ
の
偉
大

な
作
曲
家
の
名
曲
を
、豪
華
ソ
リ
ス
ト

陣
を
迎
え
て
届
け
て
い
く
。

　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で
登
場
す
る
関
本

昌
平
は
、「
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る
」

と
い
う
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲　

第
１
番
を
届
け
る
。

　
「
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
パ
ー
ト
か

ら
は
じ
ま
り
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
特
有
の
ど

Interview 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール　Vol.8 3B　バッハ×ベートーヴェン×ブラームス

こ
か
暗
く
、
ど
こ
ま
で
も
深
い
ピ
ア
ノ

の
冒
頭
、
そ
こ
か
ら
は
現
実
を
忘
れ

て
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
心
の
中
に
連
れ
去

ら
れ
る
よ
う
な
作
品
で
す
」。

　

関
本
は
過
去
に
音
源
を
リ
リ
ー
ス

し
た
り
、演
奏
会
で
も
披
露
す
る
こ
と

も
多
く
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
へ
の
理
解
と
愛

が
と
て
も
深
い
。
ま
た
今
回
は
、ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
９

年
1
月
の「
３
大
協
奏
曲
」以
来
と
な

り
、信
頼
を
寄
せ
て
い
る
日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演
に
も

大
き
な
期
待
を
込
め
る
。

　
「
大
好
き
な
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
1
番
を

素
晴
ら
し
い
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
さ
ん

と
共
演
で
き
る
！
と
い
う
だ
け
で
興

奮
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
一
体
と
な
っ
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作

品
を
表
現
で
き
る
の
か
、今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
で
す
！
」

　

こ
の
公
演
で
競
演
す
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト 

郷
古
廉
は
、前
号
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で「
関
本
昌
平
へ
の
質
問
」と
し

て
」、〝
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
１
番
の
第
２

楽
章
を
弾
い
て
い
る
と
き
は
、
ど
う
い

う
気
持
ち
に
な
る
の
か
、聴
い
て
み
た

い
〞と
話
し
て
い
た
。 

そ
の
答
え
と
は
。

　
「
精
神
を
全
て
音
楽
に
委
ね
、祈
る

よ
う
な
気
持
ち
で
弾
い
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ー
ム
ス
と
い
う
近
い
存
在
に
憧
れ
て

い
る
の
か
、遠
い
存
在
に
憧
れ
て
い
る

の
か
、不
思
議
な
感
覚
で
す
」と
答
え

る
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
つ
ね
に「〝
あ
あ
し

よ
う
、
こ
う
し
よ
う
〞と
考
え
て
弾
く

の
で
は
な
く
、音
楽
に
入
り
込
ん
で
い

る
」と
語
る
関
本
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
も
、曲
の
解
釈
、ブ
ラ
ー
ム
ス
へ
抱
く

熱
い
想
い
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
美
し
い

旋
律
に
乗
せ
て
、素
晴
ら
し
い
演
奏
を

聴
か
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

最
後
に
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
読
者
に
メ
ッ
セ
―
ジ
を
届
け
る
。

「
素
晴
ら
し
い
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
さ

ん
と
一
体
と
な
り
、私
が
こ
れ
ま
で
研

究
し
て
き
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
世
界
を

お
客
様
に
も
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
」

日本センチュリー交響楽団
×ザ・シンフォニーホール Vol.8

バッハ×
ベートーヴェン×
ブラームス3B

[指揮]飯森範親  [ヴァイオリン]郷古 廉、松浦奈々
[ピアノ]関本昌平  [管弦楽]日本センチュリー交響楽団
------------------------------------------------------------------------------
J.Sバッハ：2つのヴァイオリンのための協奏曲 二短調 BWV1043（Vn：郷古 
廉、松浦奈々）／ベートーヴェン:ヴァイオリン協奏曲 二長調 op.61（Vn：郷古 
廉）／ブラームス：ピアノ協奏曲 第1番 ニ短調 op.15（Pf：関本昌平）
------------------------------------------------------------------------------
2020.2/24（月・祝） 2:00PM
S 6,050円　A 4,950円　B 3,850円 （税込） 
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

偉
大
な
作
曲
家
た
ち
の
名
曲
を
気
鋭
の
ソ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
―
―

関
本
昌
平
が〝
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る
〟ブ
ラ
ー
ム
ス
を
届
け
る
。

ヴァイオリン：郷古 廉 ピアノ：関本昌平

指揮：飯森範親

©Hisao Suzuki

©s.yamamoto
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外村理紗
ヴァイオリン・
リサイタル

　

昨
秋
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２
位
を
獲
得
し
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
外
村
理
紗
は
、

現
在
高
校
３
年
生
。
学
業
と
演
奏
活
動

の
両
立
を
続
け
て
い
る
。

　
「
学
校
が
息
抜
き
で
き
る
場
所
の
ひ

と
つ
で
す
ね
。
お
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
、
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

る
の
も
楽
し
み
で
す
し
、寝
る
直
前
に

布
団
の
な
か
で
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見

た
り
す
る
の
も
好
き
で
す
」

　

音
楽
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
彼

女
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
経
験
も

持
つ
。

　
「
中
学
受
験
の
た
め
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
弾
か
な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
指
は
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
、

当
時
は
将
来
の
こ
と
も
漠
然
と
し
て
い

て
、何
の
た
め
に
弾
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
」

プ
ロ
に
な
ろ
う
と
心
に
決
め
た
の
は
、

中
学
２
年
生
で
受
け
た
リ
ピ
ン
ス
キ
ー

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
初
海
外
で
し
た
が
、
そ
こ
で
初
め
て

音
楽
の
友
だ
ち
が
で
き
て
、自
分
も
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

今
は
室
内
楽
に
も
取
り
組
み
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
留
学
を
希
望
し
て
い
る
。
そ

ん
な
外
村
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
魅
力

を
訊
い
た
。

　
「
あ
た
た
か
い
芯
の
あ
る
低
音
か
ら
、

繊
細
な
高
音
、
そ
し
て
ガ
ラ
ス
細
工
の

Interview 外村理紗 ヴァイオリン・リサイタル

よ
う
な
音
ま
で
幅
広
い
音
色
を
出
せ
る

楽
器
で
す
。
そ
れ
か
ら
、最
も
心
臓
に

近
い
場
所
に
楽
器
を
密
着
さ
せ
ま
す
の

で
、自
分
の
気
持
ち
が
入
り
や
す
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
」

　

来
春
、初
め
て
大
阪
で
演
奏
す
る
。

会
場
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
だ
。

　
「
こ
ん
な
に
大
き
い
ホ
ー
ル
で
リ
サ

イ
タ
ル
で
き
る
な
ん
て
！
と
て
も
楽
し

み
で
す
」

　

中
学
3
年
生
で
初
リ
サ
イ
タ
ル
を
経

験
し
た
外
村
だ
が
、
リ
サ
イ
タ
ル
に
つ

い
て
は
、「
体
力
的
に
大
変
で
す
し
、用

意
す
る
曲
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

も
、終
わ
っ
た
後
の
達
成
感
を
味
わ
え

ま
す
し
、
お
客
さ
ま
と
の
距
離
が
近
く
、

お
客
さ
ま
と
の
交
流
の
場
だ
と
思
い
ま

す
」と
語
る
。

　

共
に
舞
台
に
立
つ
の
は
、初
共
演
の

江
口
玲
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
…
。

　
「
前
半
は
小
品
で
ま
と
め
ま
し
た
。

注目の高校生ヴァイオリニスト
大阪で初演奏、初リサイタル！

R
i

s
a

 
H

o
k

a
m

u
r

a

[ヴァイオリン]外村理紗  [ピアノ]江口 玲
----------------------------------------------------
クライスラー：プニャーニの様式によるプレリュードと
アレグロ／中国の太鼓op.3／チャイコフスキー：ワル
ツ・スケルツォop.34／憂鬱なセレナードop.26／サ
ラサーテ：スペイン舞曲集 op.23 第2番「サパテアー
ド」／ツィゴイネルワイゼン op.20／ベートーヴェン：
ヴァイオリン・ソナタ 第7番 ハ短調 op-30-2／フラ
ンク:ヴァイオリン・ソナタ イ長調 FWV8
----------------------------------------------------
2020.2/21（金） 7:00PM
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

撮影：鈴木久美子

こ
ん
な
に
大
き
い
ホ
ー
ル
で

リ
サ
イ
タ
ル
で
き
る
な
ん
て
！

子
ど
も
の
頃
に
弾
い
て
い
た
曲
も
あ
り

ま
す
。
馴
染
み
や
す
い
け
れ
ど
奥
の

深
い
曲
を
選
ん
で
い
ま
す
。
後
半
は
ソ

ナ
タ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
の

中
で
、私
の
最
も
好
き
な
第
７
番
！
表

情
の
変
化
が
豊
か
で
、
し
っ
か
り
ま
と

ま
っ
て
い
て
、
ピ
ア
ノ
と
の
絡
み
な
ど

も
魅
力
で
す
。
フ
ラ
ン
ク
は
、去
年
の

12
月
に
フ
ラ
ン
ク
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
を

弾
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
さ

ら
に
ソ
ナ
タ
も
弾
き
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
」

　

最
後
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
る
お
客
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

も
ら
っ
た
。

　
「
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
な
じ
み

や
す
い
曲
か
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
曲
ま
で
集
め
て
み
ま
し
た
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
聴
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
の
で
、楽

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文　

道
下
京
子
）
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い
ま
日
本
で
、最
も
そ
の
動
向
が

注
目
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
リ
ス
ト
、
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

２
０
１
０
年
に〝
超
難
関
〞と
し
て
知
ら

れ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
2
位
入
賞
を
果
た
し
、一
躍
、
ス

タ
ー
ダ
ム
を
駆
け
上
が
っ
た
横
坂 

源
。

瑞
々
し
い
音
色
と
堅
実
な
技
巧
、精
神

性
の
高
い
秀
演
を
重
ね
、国
際
的
な
活

躍
を
続
け
る
。
そ
ん
な
彼
が
、
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、満
を
持
し
て
の

初
リ
サ
イ
タ
ル
。
珠
玉
の
名
曲
の
花
束

に
、俊
英
の
創
意
が
咲
き
誇
る
。

Interview elegy 横坂源 チェロ・リサイタル

い
る
。

　
「
弦
楽
器
に
と
っ
て
、
と
て
も
響
き
が

い
い
。
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
自

由
に
演
奏
で
き
る
の
で
、大
好
き
で
す
」

と
彼
が
絶
賛
す
る
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
。
実
は
、
２
０
１
７
年
か
ら「
３

大
協
奏
曲
」シ
リ
ー
ズ
に
出
演
を
続
け

て
い
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
後
に
は
必
ず
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
て
体
調
を
整
え
、本
番

に
備
え
る
真
摯
な
姿
勢
は
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
快
演
に
も
反
映
。
関
西
の
聴
衆
か

ら
の
支
持
も
、
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い

る
。
来
年
１
月
の「
３
大
協
奏
曲
」で
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
傑
作
を
披
露
す
る

予
定
だ
。

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
２
０
１
０

年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

（
ピ
ア
ノ
部
門
）を
制
し
た
、萩
原
麻
未

と
の
共
演
。
横
坂
は「
喜
び
に
溢
れ
、時

に
切
実
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
作
曲

家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、皆
様
と
分
か
ち

合
え
れ
ば
」と
言
う
。
核
に
据
え
る
の

は
、「
暗
闇
か
ら
一
筋
の
希
望
を
追
い
求

め
て
生
ま
れ
た
音
楽
」と
彼
が
表
現
す

る
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ソ
ナ
タ
。
ま
た
、

コ
ン
サ
ー
ト
・
タ
イ
ト
ル
に
も
冠
し
た

「
エ
レ
ジ
ー
」は
、
フ
ラ
ン
ス
の
才
人
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
フ
ォ
ー
レ
の
佳
品
。
ス
テ
ー

ジ
前
半
は
、
こ
の「
亡
き
人
へ
向
け
た
音

楽
」（
横
坂
）を
軸
に
。
同
じ
く
フ
ォ
ー

レ
の「
夢
の
あ
と
に
」や
、
チ
ェ
ロ
の
巨

匠
ガ
ス
パ
ー
ル
・
カ
サ
ド
に
よ
る「
親
愛

な
る
言
葉
」、
フ
ァ
リ
ャ
「
火
祭
り
の

踊
り
」な
ど
近
現
代
か
ら
、
シ
ュ
ー
マ
ン

「
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア
レ
グ
ロ
」な
ど
ロ
マ

ン
派
、
さ
ら
に〝
チ
ェ
リ
ス
ト
の
聖
典
〞

で
あ
る
大
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
組
曲
か
ら 

第
１
番
の
第
１
曲「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」ま

で
、「
玉
手
箱
の
よ
う
に
、色
々
な
性
格

の
小
品
」（
横
坂
）を
披
露
す
る
。

（
文　

笹
田
和
人
）

[チェロ]横坂 源  [ピアノ]萩原麻未
--------------------------------------------------------------------
J.Sバッハ：プレリュード～無伴奏チェロ組曲 第１番より／カサド：親愛な
る言葉／フォーレ：エレジー op.24／夢のあとに／ファリャ：火祭りの踊
り／シューマン：アダージョとアレグロ op.70／ラフマニノフ：ヴォカリー
ズ op.34-14／チェロ・ソナタ ト短調 op.19　ほか
--------------------------------------------------------------------
2020.3/14（土） 7:00PM
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

今
春
絶
対
に
聴
き
た
い
リ
サ
イ
タ
ル
。

多
彩
な
音
色
が
咲
き
誇
る

横坂 源
チェロ・リサイタルelegy

関西での支持もいっそう高まる横坂 源。
ザ・シンフォニーホールでの初リサイタルの快演に期待！

G e n  Y o k o s a k a

　

１
９
８
６
年
生
ま
れ
の
横
坂
は
、
４

歳
で
巨
匠
ミ
ッ
シ
ャ
・
マ
イ
ス
キ
ー
の

演
奏
に
触
れ
て
、「
神
様
が
弾
い
て
い

る
」と
強
い
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。

カ
ナ
ダ
出
身
の
名
匠
ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア

ン
・
ケ
ラ
ス
に
見
出
さ
れ
、高
校
卒
業
後

に
渡
独
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
国
立

音
大
や
フ
ラ
イ
ブ
ル
国
立
音
大
で
学
ん

だ
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
快
挙
の
前
年
に

は
、全
ド
イ
ツ
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
室
内
楽
部
門
で
優
勝
す
る
な
ど
、受

賞
も
数
多
い
。
現
在
は
ソ
リ
ス
ト
活
動

の
一
方
、室
内
楽
や
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
、〝
最
も
多
忙
な
チ
ェ
リ

ス
ト
〞の
１
人
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
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川井郁子
シンフォニック コンサート

–情熱–
　
「
恋
や
祭
の
ト
ラ
ン
ス
、
そ
れ
に
戦
い

の
高
揚
感
―
―
。
ジ
ャ
ン
ル
で
は
く
く

り
切
れ
な
い
様
々
な
感
情
を
ど
う
ま
と

め
よ
う
か
と
思
っ
た
時
、情
熱
と
い
う

言
葉
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
」と
、公
演

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
す
る
川
井
。
最

近
、彼
女
自
身
が〝
情
熱
〞を
感
じ
る
瞬

間
を「
音
楽
舞
台
の
こ
と
を
考
え
る
創

作
活
動
の
時
間
が
一
番
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
来
年
は
、明
智
光
秀
の
娘 

細
川
ガ

ラ
シ
ャ
を
題
材
に
し
た
舞
台
を
上
演
予

定
で
、
そ
の
音
楽
や
演
出
に
も
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く

Interview 川井郁子　シンフォニック コンサート －情熱－

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
ア
イ
ー
ダ
」、
ビ
ゼ
ー

「
カ
ル
メ
ン
」な
ど
の
オ
ペ
ラ
作
品
も
選

ば
れ
て
い
る
。

　
「
オ
ペ
ラ
音
楽
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
登

場
人
物
に
感
情
移
入
し
て
演
奏
に
没

頭
で
き
る
の
が
魅
力
。『
ア
イ
ー
ダ
』を

人
前
で
弾
く
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す

が
、数
年
前
に
新
国
立
劇
場
で
観
た
フ

ラ
ン
コ
・
ゼ
フ
ィ
レ
ッ
リ
の
壮
麗
な
演

出
の
感
動
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
時
の
舞
台
に
自
分
が
い
る
よ
う

な
気
分
で
演
奏
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
」

　

現
代
で
目
を
引
く
の
は
、
や
は
り
モ

ノ
ー
「
愛
の
讃
歌
」と
、映
画
ア
ル
マ
ゲ

ド
ン
の
テ
ー
マ
曲「
ミ
ス
・
ア
・
シ
ン
グ
」

だ
ろ
う
。

　
「
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ
の
代
名
詞
で

も
あ
る『
愛
の
讃
歌
』は
、自
分
の
そ
の

時
々
の
感
情
で
解
釈
が
毎
回
変
わ
る

面
白
い
曲
。
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ

と
で
す
が
、歌
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
あ
と
、私
は
ロ
ッ
ク
も
大

好
き
で
、
エ
ア
ロ
ス
ミ
ス
が
歌
っ
た『
ミ

ス
・
ア
・
シ
ン
グ
』は
特
に（
笑
）。
原
曲

クラシックから現代、自作、カバー曲まで。
燃え上がるような“情熱”を体現

[ヴァイオリン]川井郁子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
川井郁子：赤い月／ブラームス：ハンガリー舞曲 第5番／マルグリッ
ト・モノー：愛の讃歌／アンヘル・カブラル：群衆／ファリャ：「恋は魔
術師」火祭りの踊り／ストラヴィンスキー：ペトルーシュカ「ロシアの
踊り」／ミンクス：「ドン・キホーテ」より ジプシーダンス／ダイアン・
ウォーレン：I don’t want to miss a thing（『アルマゲドン』の
テーマ曲）／ヴェルディ:歌劇「アイーダ」より 凱旋行進曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.2/29（土） 2:00PM
S 5,500円　A4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

様
々
な
感
情
を
ど
う
ま
と
め
る
か
。

身
体
表
現
の
音
楽
は
高
揚
し
ま
す

に
な
る
べ
く
近
い
ア
レ
ン
ジ
を
考
え
て

い
る
の
で
、映
画
の
名
場
面
と
感
動
を

思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
」

　

そ
し
て
今
回
最
も
注
目
な
の
が
、川

井
の
自
作
曲
の「
赤
い
月
」だ
。

　
「
当
初
は
和
楽
器
と
コ
ラ
ボ
し
た
Ｃ

Ｄ
の
収
録
曲
と
し
て
作
曲
し
た
の
で

す
が
、今
回
は
ス
ト
リ
ン
グ
ス
９
人
、
ピ

ア
ノ
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、そ
し
て
私
の

12
人
編
成
で
お
贈
り
し
ま
す
。
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
共
演
は
今
回
が
初

め
て
で
、世
界
中
の
音
楽
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
で
も
お
な
じ
み
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
生
の
よ
さ
と
、和
洋
折
衷

と
、洗
練
を
併
せ
持
っ
た
ア
レ
ン
ジ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！
」

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＆
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

れ
た
。

　

今
回
の
演
目
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

現
代
ま
で
カ
バ
ー
し
た
多
彩
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
ブ
ラ
ー
ム

ス「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番
」、
フ
ァ

リ
ャ
「
火
祭
り
の
踊
り
」、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ

ン
ス
キ
ー
「
ロ
シ
ア
の
踊
り
」と
い
っ

た
民
族
色
豊
か
な
作
品
が
並
ぶ
。

　
「
東
欧
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
な
ど
の

土
の
薫
り
の
音
楽
は
、自
分
の
音
色
に

合
っ
て
い
る
気
が
し
て
。
ま
た
、
こ
の

３
作
品
は
い
ず
れ
も
踊
り
の
音
楽
。
こ

れ
ま
で
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
の
共
演
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
身

体
表
現
の
音
楽
は
高
揚
し
ま
す（
笑
）」
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バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
若
き
巨
匠
・
三
浦

一
馬
率
い
る
17
人
編
成
の
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、東
京
グ
ラ
ン
ド・
ソ
ロ
イ
ス
ツ

（
以
下
、Ｔ
Ｇ
Ｓ
）。
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
・

ピ
ア
ソ
ラ
の
音
楽
に
新
た
な
光
を
あ
て

る
活
動
を
展
開
し
て
き
た
彼
ら
が
、大

阪
初
上
陸
。
メ
ン
バ
ー
の
三
浦
、石
田
泰

尚
、山
田
武
彦
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

前
号
に
続
く
こ
の
後
編
で
は
、当
ホ
ー

ル
の
音
響
の
印
象
や
、今
回
の
共
演
者

に
寄
せ
る
期
待
、今
後
の
展
望
な
ど
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

ソ
ロ
、デ
ュ
オ
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、

様
々
な
編
成
に
よ
っ
て
当
ホ
ー
ル
で
演

奏
を
行
っ
て
き
た
山
田
は
、
そ
の
音
響

の
魅
力
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
音
の
伸
び
方
と
飛
び
方
が
ど
こ
の

ホ
ー
ル
と
も
違
っ
て
、客
席
の
隅
々
に

ま
で
響
き
渡
る
。
あ
と
、舞
台
の
高
さ

が
絶
妙
で
、客
席
と
の
距
離
が
理
想
的

な
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、演
奏

す
る
の
に
無
理
な
力
が
い
ら
な
く
て
、

い
つ
も
自
然
体
で
音
楽
と
向
き
合
え
る

の
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
の
で
す
」

　

今
回
の
共
演
は
注
目
の
若
手
実
力
派

チ
ェ
リ
ス
ト 

横
坂 

源
と
、地
元
関
西
か

ら
出
演
す
る
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
。
彼
ら

に
寄
せ
る
期
待
を
石
田
に
尋
ね
る
と
。

　
「
横
坂
さ
ん
と
は
、僕
が
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
を
し
て
い
る
神
奈
川
フ
ィ
ル

の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
３
回
共
演
し
た
こ

Interview 三浦一馬（バンドネオン）東京グランド・ソロイスツ in 大阪

と
が
あ
る
の
で
す
が
、若
々
し
く
柔
軟

で
何
で
も
で
き
る
。
そ
れ
が
の
び
や
か

な
音
色
と
音
楽
性
に
も
そ
の
ま
ま
表
れ

て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
今
回

は
首
席
奏
者
と
し
て
全
曲
に
出
演
す
る

の
に
加
え
、彼
の
ソ
ロ
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

し
た『
ル・
グ
ラ
ン・
タ
ン
ゴ
』（
チ
ェ
ロ
の

巨
匠
ロ
ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
に
捧
げ
ら

れ
た
作
品
）も
お
届
け
す
る
の
で
お
楽

し
み
に
。
ま
た
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
村
瀬

響
さ
ん
や
中
屋
響
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

た
関
西
で
活
躍
す
る
10
人
の
弦
楽
器
奏

者
も
参
加
し
て
く
れ
る
の
で
、
い
い
意

味
で
東
京
と
は
異
な
る
演
奏
を
お
贈
り

で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　

最
後
に
、Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
今
後
の
展
望
と

当
ホ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
三
浦
が
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
今
回
は
昨
年
の
キ
ン
テ
ー
ト（
五
重

奏
）か
ら
３
倍
以
上
の
編
成
に
な
る
の

で
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
厚
み
の
あ
る
サ
ウ

ン
ド
に
、
き
っ
と
び
っ
く
り
し
て
頂
け

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
再
来
年
は
ピ

ア
ソ
ラ
生
誕
１
０
０
周
年
の
大
切
な
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
。
来
年
は
Ｔ
Ｇ
Ｓ
も
そ

れ
に
向
け
て
様
々
な
展
開
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、今
回
は
そ
の
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
公
演
と
し
て
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
聴
き
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
!!
」（

取
材
・
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

[バンドネオン]三浦一馬  [ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]髙橋洋太  [エレキギター]大坪純平  [ピアノ]山田武彦
[パーカッション]石川 智  [ゲスト・チェロ]横坂 源　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ピアソラ：フーガと神秘／アディオス・ノニーノ／ブエノスアイレスの冬／ビオレンタンゴ
／天使の死／ブエノスアイレスの夏／悪魔のロマンス／ウンデルタンゴ／ル・グラン・
タンゴ／コルドバへのオマージュ/バルダリート
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/21（土） 2:00PM
Ｓ 6,000円　A 5,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン/ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

三
浦一
馬

石
田
泰
尚

山
田
武
彦

大
坪
純
平

石
川 

智

髙
橋
洋
太

横
坂 

源

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

豪
華
メ
ン
バ
ー
で
大
阪
初
上
陸
！「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
厚
み
の
あ
る

サ
ウ
ン
ド
に
、き
っ
と
び
っ
く
り
し
て
頂
け
る
と
思
う
」

©井村重人

三浦一馬
（バンドネオン）

東京グランド・ソロイスツ in 大阪
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[ピアノ]長富彩
------------------------------------------------------------------------------
オール・リスト・プログラム：タランテラ／メフィスト・ワルツ第1番「村の居酒屋での踊
り」／スペイン狂詩曲 S.254／ハンガリー狂詩曲／ピアノ・ソナタ ロ短調  ほか
------------------------------------------------------------------------------
2020.1/11（土） 7:00PM
全席指定　3,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

　

今
年
の
祝
祭
ス
テ
ー
ジ
の
開
幕
は
オ
ペ

ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
か
ら
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ア

ル
ト
歌
手 

エ
レ
ー
ナ
・
チ
ャ
ヴ
ダ
ロ
ー
ヴ
ァ

が
歌
う
前
奏
曲
に
バ
レ
エ
の
群
舞
を
加
え

た
演
出
に
よ
り
、
舞
台
を
情
熱
的
な
ス
ペ
イ

ン
色
に
染
め
る
。「
ハ
バ
ネ
ラ
」
は
、
英
国
ス

コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
レ
エ
団
で
活
躍
し
た
バ
レ

リ
ー
ナ
が
妖
し
く
舞
い
、「
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ゼ
」

の
群
舞
な
ど
、
熱
い
表
現
で
盛
り
上
げ
る
。

「
ト
ス
カ
」
で
は
世
界
の
劇
場
で
活
躍
し
て

い
る
福
田
祥
子
が
揺
れ
る
女
の
性
の
強
さ

を
歌
う
。
ま
た
、「
椿
姫
」で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
人
気
を
誇
る
ヴ
ェ
ラ
・
ギ
ル
ギ
ノ
ー
ヴ
ァ

が
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
心
の
機
微
を
悲
し
く

歌
い
上
げ
、
ア
ル
フ
レ
ー
ド
は
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
と
評
価
さ
れ
注
目
を
浴

び
る
ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
が
演
じ
る
。

　
「
蝶
々
夫
人
」
で
は
国
立
ブ
ル
ガ
リ
ア
歌

劇
場
の
プ
リ
マ
の
ラ
ド
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ニ
コ

ラ
エ
ヴ
ァ
が
「
蝶
々
さ
ん
」
を
驚
嘆
す
る
声

量
と
演
技
で
涙
を
誘
う
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
4
つ
の
オ
ペ
ラ
作
品
の
名
ア
リ

ア
を
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
歌
劇
場
で
活

躍
し
た
西
田
博
を
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

に
迎
え
て
、
ロ
シ
ア
で
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
を

務
め
た
指
揮
者 

守
山
俊
吾
が
タ
ッ
グ
を
組

む
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
去
年
よ
り
も
増
し
て

贅
沢
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ナ
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
歌
詞
の
解
説
も
あ

り
、
オ
ペ
ラ
に
詳
し
く
な
い
方
に
も
分
か
り

や
す
く
お
届
け
す
る
。「
カ
ン
パ
ニ
ー
で
こ

ぼ
こ
」
の
高
貴
で
華
麗
な
バ
レ
エ
や
新
進
気

鋭
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
吉
田
侑
記
に
よ

る
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「
ロ
マ
ン
ス
」
に
も
注

目
を
。

今回も魅せます！！ オペラアリアにバレエを添えて豪華に！

“特別すぎるほど『好き』”
リストの華やかな表と裏を奏でる

[リリック・ソプラノ]ヴェラ・ギルギノーヴァ  [ドラマティック･ソプラノ]ラドス
ティーナ･ニコラエヴァ／福田祥子  [アルト]エレーナ･チャヴダローヴァ  [テノー
ル]ミハイル･ミハイロフ  [ソプラノ]紙谷一帆  [バリトン]大谷圭介.／松澤政也　
[ヴァイオリン]吉田侑記  [ナビゲーター]鈴木美智子  [指揮]守山俊吾  [管弦
楽]ニューイヤー祝祭オーケストラ  [バレエ]カンパニーでこぼこ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
『カルメン』『トスカ』『椿姫』『蝶々夫人』 オペラ・ダイジェスト／ドヴォルザーク：ヴァイオリンと管
弦楽のためのロマンス ヘ短調 op.11
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.1/3（金） 2：00PM 
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問合せ] ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067／マック・アート・プロジェクト 
06-6367-1773   [主催]国際交流協会　[共催]ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

ニューイヤー祝祭コンサート 2020 『カルメン』『トスカ』『椿姫』『蝶々夫人』

長富彩 ピアノ・リサイタル Vol.4 『リスト、超絶名曲選！』

クラシック×ジャズ2020 細川千尋プレイズ・ビル・エヴァンス ラヴェル・ジャズ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
長
富
彩
が
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
４
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

く
。
こ
れ
ま
で
同
ホ
ー
ル
で
は
、
毎
回
、〝
挑

戦
〞を
掲
げ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
き

た
。
今
回
は
、フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
の
華
や
か

な
表
と
裏
の
表
情
に
迫
る
。

　
「
高
校
生
の
頃
か
ら
リ
ス
ト
は
特
別
す
ぎ

る
ほ
ど『
好
き
』で
し
た
。
作
品
に
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
広
大
な
土
地
の
香
り
が
漂
っ
て
き

て
、
地
底
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な

リ
ズ
ム
感
が
あ
る
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
難
し
く

苦
労
し
ま
す
が
、
自
然
に
表
現
で
き
る
作
曲

家
で
す
」と
微
笑
む
。

　

超
絶
技
巧
と
し
て
の
一
面
が
強
調
さ
れ
が

ち
な
リ
ス
ト
だ
が
、
琴
線
に
ふ
れ
る
の
は
人

間
愛
に
満
ち
た
旋
律
だ
。

　
「
華
や
か
で
女
性
に
囲
ま
れ
人
気
が
あ
り

ま
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分

の
心
を
神
に
さ
さ
げ
る
よ
う
な
人
生
を
歩

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

本
公
演
で
は
、
そ
ん
な
リ
ス
ト
の
両
面
を

感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並
ぶ
。

　
「
前
半
は
リ
ス
ト
が
熱
狂
的
な
喝
采
を
浴

び
て
い
る
当
時
の
場
面
が
、
お
客
様
が
想
像

で
き
る
よ
う
に
演
奏
し
た
い
で
す
。
後
半

は
神
に
捧
げ
た
リ
ス
ト
の
深
み
を
届
け
た

い
。
ソ
ナ
タ
・
ロ
短
調
は
約
30
分
の
曲
で
、ひ

と
つ
の
物
語
が
映
画
を
観
て
い
る
よ
う
に
浮

か
ん
で
く
る
。
暗
い
中
に
も
夢
見
る
よ
う
な

美
し
い
場
面
が
あ
り
、
リ
ス
ト
は
そ
こ
に
辛

い
人
生
の
中
で
求
め
て
い
た
光
を
描
い
た
の

で
は
と
想
像
し
て
い
ま
す
」

　

長
富
の
演
奏
を
通
じ
て
、
リ
ス
ト
と
客
席

が
交
差
す
る
瞬
間
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp
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[ジャズ・ピアノ]細川千尋  [ベース]井上陽介
[ドラム]セバスティアン・カプテイン
------------------------------------------------------------------------------
バッハ＝グノー：アヴェ・マリア／ジョゼフ・コズマ：枯葉／ビル・エヴァンス：ワル
ツ・フォー・デビイ／アレックス・ノース：ラブ・テーマ・フロム・スパルタカス／サド・
ジョーンズ、細川千尋:“A Child Is Born”の主題による“ジャズ”変奏曲／細
川千尋：黎明-Reimei-／ラヴェルの主題による“ジャズ”狂詩曲　ほか
------------------------------------------------------------------------------
2020.2/8（土） 7:00PM
全席指定 4,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

　

チ
ェ
リ
ス
ト
の
荒
庸
子
に
よ
る
「
想
い
出

が
い
っ
ぱ
い
珠
玉
の
シ
ネ
マ
名
曲
」は
、来
春

で
6
回
目
を
迎
え
る
。

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
映
画
が
大
好
き
で
、

初
め
て
見
た
映
画
は
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』」と
い
う
荒
は
、
こ
れ
ま
で

も
、幅
広
い
映
画
音
楽
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
「
素
晴
ら
し
い
映
画
に
は
名
曲
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
あ
る
映
画
監
督
の
お
話
で
は
、
映

画
全
体
の
７
割
が
音
楽
で
、２
割
が
演
者
、１

割
が
ス
ト
ー
リ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
シ
ー
ン
が
浮
か
ん
で
き
た
り
、
演
者

の
姿
が
蘇
っ
て
き
た
り
と
、
音
楽
の
パ
ワ
ー

は
と
て
も
大
き
い
の
で
す
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
小
品

も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
曲
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
お
客
さ
ま
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考

え
ま
し
た
」 

と
語
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
「
世
界
で
も
３
本
の
指
に
入
る
素
晴
し
い

ホ
ー
ル
」
と
語
る
。「
初
め
て
舞
台
に
立
っ
た

時
、
袖
か
ら
ス
テ
ー
ジ
中
央
ま
で
歩
く
の
が

と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
が
、
最
近
そ
れ
が

心
地
よ
い
で
す
。
響
き
も
暖
か
く
、
お
客
様

と
の
距
離
が
近
く
感
じ
ら
れ
ま
す
」

　

シ
リ
ー
ズ
6
回
目
の
意
気
込
み
は
？

　
「
１
９
５
０
年
代
か
ら
今
年
映
画
化
さ
れ

た
ア
ラ
ジ
ン
の
音
楽
ま
で
、
三
世
代
の
方
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
ご
家
族
で
も
、カ
ッ
プ
ル
で
も
、お
友

だ
ち
同
士
で
も
、お
一
人
で
も
、ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
映
画
音
楽
を
通
し
て
、
私
と
一

緒
に
映
画
の
旅
を
し
ま
し
ょ
う
」

（
文　

道
下
京
子
）

6年目を迎える大人気リサイタル。「音楽を通して一緒に映画の旅をしましょう」

ジャズ×クラシック＝細川千尋の真骨頂
今回も近年力を入れているトリオで登場！

[チェロ]荒庸子　[ピアノ] 山田武彦
---------------------------------------------------------------------------------------------
メンケン：『アラジン』より「ホール・ニュー・ワールド」／『美女と野獣』よりテーマ曲／チャップリン：『ラ
イムライト』より「エターナリー」／ロータ：『ゴッドファーザー』より「愛のテーマ」／マンシーニ：『ひまわ
り』より「愛のテーマ」／スタイナー：『風と共に去りぬ』より「タラのテーマ」／ハーウィッツ：『ラ・ラ・ラン
ド』より「アナザー・デイ・オブ・サン」／サン＝サーンス：動物の謝肉祭より「白鳥」　ほか
---------------------------------------------------------------------------------------------
2020.2/29（土） 7：00PM
S 3,300円　A 2,200円　プレミアムシート 4,400円 （税込）
※プレミアムシート【Ｓ席+スパークリングワイン１杯（開場・休憩時に2Ｆカフェにてご利用可能）】
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]カノン・ミュージック／ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

荒庸子 チェロ・リサイタル 2020 想い出がいっぱい 珠玉のシネマ名曲SELECTION VOL.6

クラシック×ジャズ2020 細川千尋プレイズ・ビル・エヴァンス ラヴェル・ジャズ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

日
本
期
待
の
若
手
実
力
派
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
細
川
千
尋
が
、
来
年
２
月
に
当
ホ
ー

ル
で
４
度
目
の
公
演
を
行
う
。

　

ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と
ラ
ヴ
ェ
ル
を
組
み

合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、
ジ
ャ
ズ
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
縦
横
無
尽
に
表
現
す
る
彼

女
の
真
骨
頂
を
味
わ
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
音
楽
は
、10
代
の
頃
は
あ

ま
り
に
も
美
し
い
音
色
が
印
象
的
で
し
た

が
、
近
年
は
実
は
精
妙
に
ス
ウ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
。
そ
れ
に
、
彼
が
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
出
発
し
た
ジ
ャ
ズ
演
奏
家
で

あ
る
こ
と
も
自
分
と
重
な
っ
て
親
近
感
が

湧
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
エ
ヴ
ァ

ン
ス
の
音
楽
と
相
性
が
い
い
と
思
っ
て
選
ん

だ
の
が
、
ジ
ャ
ズ
の
要
素
を
様
々
な
形
で
音

楽
に
取
り
込
ん
だ
、
印
象
派
の
ラ
ヴ
ェ
ル
な

ん
で
す
」

　

細
川
は
今
年
９
月
に
エ
ヴ
ァ
ン
ス
を
題
材

に
し
た
最
新
盤『
Ｍ
ｙ 

ｖ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
』を
発
表
す
る
。

　

今
回
は
そ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

で
の
初
の
大
阪
公
演
と
な
る
の
で
、
親
密
か

つ
洗
練
さ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
新
た
な
形
で

堪
能
で
き
そ
う
だ
。

　
「
録
音
を
通
し
て
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と

向
き
合
う
中
で
、こ
の〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
×
ジ
ャ

ズ
〞の
シ
リ
ー
ズ
で
、ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
も

敬
愛
し
た
作
曲
家
で
あ
る
ラ
ヴ
ェ
ル
を
取

り
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
井
上
陽
介

さ
ん（
ベ
ー
ス
）、セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
プ
テ

イ
ン
さ
ん（
ド
ラ
ム
ス
）と
と
も
に
、
ラ
イ
ブ

な
ら
で
は
の
特
別
な
時
間
を
お
届
け
し
ま

す
！
」

（
取
材
・
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

Interview

Interview
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